
広広域域連連携携企企画画
ととなりまちなりまちでで遊遊ぼぼうう！！

鉄 路 編  

【写真【写真】】松原良松原 良成成さんさん【写真【写真】】松原良松原 良成成さんさん

特特 集集 
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光
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明
治
　
年
に
開
拓
の
 鍬
 が
お
ろ

く
わ

３０

さ
れ
た
富
良
野
。
こ
の
当
時
、
交

通
の
便
は
ま
っ
た
く
な
く
、
買
い

物
は
馬
の
背
を
利
用
し
て
３
日
か

ら
４
日
か
け
て
、
旭
川
ま
で
出
か

け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
２
年
後
の
明
治
　
年
３２

に
、
旭
川
‐
上
富
良
野
間
で
鉄
道

が
開
通
す
る
と
、
明
治
　
年
８
月

３３

１
日
に
上
富
良
野
‐
下
富
良
野
（
現

明
治
　
年
７
月
　
日
　

３１

１６

　
　
滝
川
‐
旭
川
間
開
通

明
治
　
年
９
月
１
日
　

３２

　
　
旭
川
‐
美
瑛
間
開
通

明
治
　
年
　
月
　
日
　

３２

１１

１５

　
　
美
瑛
‐
上
富
良
野
間
開
通

明
治
　
年
８
月
１
日
　

３３

　
　
上
富
良
野
‐
下
富
良
野
間
開
通

　
　
下
富
良
野
駅
開
業

明
治
　
年
　
月
２
日
　

３３

１２

　
　
下
富
良
野
‐
鹿
越
間
開
通

　
　
山
部
信
号
停
車
場
開
業

明
治
　
年
４
月
１
日

３４

　
　
山
部
信
号
停
車
場
を
山
部
駅
に

　
　
改
称
　

明
治
　
年
９
月
３
日
　

３４

　
　
鹿
越
‐
落
合
間
開
通
　
　

明
治
　
年
９
月
８
日
　

４０

　
　
落
合
‐
帯
広
間
開
通
　
　

大
正
２
年
　
月
　
日
　

１１

１０

　
　
滝
川
‐
下
富
良
野
間
開
通

　
　
島
ノ
下
駅
開
業
（
今
年
３
月
４

　
　
日
に
廃
駅
）

昭
和
２
年
　
月
　
日
　

１２

２６

　
　
布
部
駅
開
業
（
麓
郷
の
開
拓
と

　
　
木
材
輸
送
の
た
め
に
東
京
大
学

　
　
が
請
願
駅
と
し
て
開
業
）　

昭
和
　
年
４
月
１
日
　

１７

　
　
下
富
良
野
駅
を
富
良
野
駅
に
改
称

昭
和
　
年
３
月
　
日
　

３３

２５

　
　
学
田
駅
設
置
（
富
良
野
‐
旭
川

　
　
間
で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
運
行

　
　
を
機
に
設
置
）

各
区
間
の
鉄
道
開
通
年
月
日

在
の
富
良
野
市
）
間
も
開
通
し
、

本
通
２
丁
目
突
当
り
に
「
下
富
良

野
駅
（
写
真
）」
が
開
業
し
ま
し
た
。

明
治
　
年
　
月
２
日
に
は
下
富
良

３３

１２

野
‐
鹿
越
間
が
開
通
。
そ
の
後
、

大
正
２
年
に
滝
川
‐
下
富
良
野
間

が
開
通
し
、
滝
川
‐
釧
路
間
を

「
釧
路
本
線
」と
改
称
。
下
富
良
野
 

-

 

旭
川
間
は
「
富
良
野
線
」
と
し
て

分
離
さ
れ
、
現
在
の
富
良
野
駅
の

場
所
に
下
富
良
野
駅
が
新
築
・
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
　
年
の
釧

１０

路
‐
根
室
間
の
開
通
を
機
に
、
滝

-川
  
根
室
間
の
釧
路
本
線
は
「
根

室
本
線
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
開
通
は
、
開
拓
移
住
者

に
と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
喜
び

と
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
与
え
る

出
来
事
で
あ
り
、
鉄
道
の
開
業
後

は
、
駅
を
中
心
に
商
店
な
ど
が
立

ち
並
び
、
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
が
開
通

し
て
か
ら
１
年
く
ら
い
は
「
や
ぁ
、

汽
車
が
来
ま
し
た
な
！
」
と
あ
い

さ
つ
代
わ
り
に
多
く
の
人
た
ち
が

話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
開
拓
最
前
線
の
人
た
ち

の
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
力
強
く

走
っ
て
い
た
機
関
車
に
も
、
戦
後

の
復
興
を
経
て
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
た
昭
和
　
年
代
初
頭
に
な

４０

となりまちで遊ぼう！
鉄 路 編

　今年で４年目となった広域連携企画。

今回は鉄路の歴史を振り返るとともに、

富良野圏域の駅周辺のスポットなどを

紹介します。この夏、広報紙を片手に、

ＪＲで出かけてみましょう！

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

富良野圏域をＪＲで巡る

乗っ 乗ってて
守ろう 守ろう！！
広広域域連連携携企企画画

：根室本線（滝川 -根室間）

：富良野線（旭川 -富良野間）

ＪＲ北海道路線ＪＲ北海道路線図図

旭旭川川旭川

富良富良野野

新新得得

滝滝川川

富良野

新得

滝川
根根室室根室
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る
と
、
そ
の
栄
光
に
陰
り
が
見
え
始

め
ま
す
。

　
国
内
で
マ
イ
カ
ー
が
普
及
し
、

道
路
の
整
備
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
発
達
、
産
業
構
造
の
変

化
、
流
通
革
命
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
国
鉄
各
駅
の
旅
客
輸
送
量
は

客
貨
と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま
し

た
（
下
表
参
照
）。

　
そ
う
し
た
中
、
昭
和
　
年
　
月

６１

１２

　
日
に
富
良
野
ス
キ
ー
場
が
国
鉄

１９と
計
画
を
練
っ
て
製
作
し
た
ス

キ
ー
専
用
列
車
「
フ
ラ
ノ
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
が
札
幌
‐
富
良
野
間
で

運
行
を
開
始
し
、
さ
ら
に
平
成
９

年
６
月
　
日
か
ら
は
観
光
シ
ー
ズ

２４

ン
に
の
ん
び
り
と
走
る
展
望
列
車

「
富
良
野
・
美
瑛
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
も

旭
川
‐
富
良
野
間
で
運
行
さ
れ
集

客
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
旅
客
輸

送
量
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

島ノ下駅布部駅山部駅富良野駅総　数年　度

７５,５９４２３０,０５７１,０６４,８３７１,３７０,４８８昭和４１年度

３６,４９４５２,５５７１８０,７１９８５０,８１０１,１２０,５８０　　４５年度

１５,２３９２６,６７７１６３,１３８８０２,５９６１,００７,６５０　　５０年度

９,９７８１１,４７８１１０,７０９６３４,９５６７６７,１２１　　５５年度

５,８４０１３,１４０１１１,２７７４６８,３７８５９８,６３５　　６０年度

３,３００６,１２０９５,９５０４１１,０００５１６,３７０平成２年度

平成７年度以降は正確な数値が
ない

３８２,９９８３８２,９９８　　７年度

３３９,４５０３３９,４５０　　１２年度

２７４,７８６２７４,７８６　　１７年度

２６５,０００２６５,０００　　２２年度

２４８,０００２４８,０００　　２７年度

ＪＲ各駅乗客輸送状況　　（単位：人・各年度末）
資
料
　
富
良
野
市
制
五
十
年
史

貨　物（t）荷　物（個）
年　度

到　着発　送到　着発　送

１１４,３３８１７７,４８９９２,００９３１,６１９昭和４１年度

５９,０５２１５９,５６４７８,８０２２３,４１４　　４５年度

２６,８９５７０,７７０７１,１９９３１,１７７　　５０年度

２３,３３９７０,７７４６１,００８３０,８９５　　５５年度

６,７０６５９,３４９

荷物は昭和６０年３月３１日
で廃止

　　６０年度

３,６２５９２,９０５平成２年度

３,５９０９４,７８５　　７年度

３,０６０６５,２８９　　１２年度

８,９０２７１,２７３　　１７年度

６,２７４５６,６８０　　２２年度

７,００１９０,３１０　　２７年度

ＪＲ貨物輸送状況　　　（各年度末）

豪快なハイデッカー（高床）式のス
マート特急「フラノエクスプレス」

資
料
　
富
良
野
市
制
五
十
年
史

明明治治末末期期のの下下富富良良野野駅駅前前（（正正面面がが下下富富良良野野駅駅、、右右手手にに清清水水旅旅館館））明治末期の下富良野駅前（正面が下富良野駅、右手に清水旅館）

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編
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た
ど
り
着
い
た
結
末
 

｜
｜

　
旅
客
輸
送
量
の
減
少
は
、
国
鉄

の
財
政
運
営
を
大
き
く
揺
る
が
す

事
態
に
発
展
。
国
鉄
は
苦
肉
の
策

と
し
て
、
小
駅
の
無
人
化
、
貨
物

の
取
り
扱
い
の
廃
止
、
運
行
本
数

の
削
減
な
ど
、
赤
字
の
要
因
で
あ

る
地
方
交
通
線
、
貨
物
部
門
な
ど

不
採
算
部
門
の
整
理
・
統
合
な
ど
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
合
理
化
に
取

り
組
み
、
そ
の
影
響
は
富
良
野
市

内
の
駅
に
も
及
び
ま
し
た
。

　
明
治
　
年
　
月
２
日
に
開
業
し

３３

１２

た
山
部
駅
で
は
、
昭
和
　
年
２
月

５９

１
日
か
ら
貨
物
の
取
り
扱
い
の
廃

止
や
駅
員
が
削
減
さ
れ
た
後
、
昭

和
　
年
３
月
　
日
か
ら
は
手
小
荷

６０

１４

物
の
取
り
扱
い
も
廃
止
さ
れ
、
さ

ら
に
翌
年
　
月
１
日
に
は
無
人
駅

１１

と
な
っ
て
旅
客
業
務
を
廃
止
。
乗

車
券
の
販
売
の
み
国
鉄
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
委
託
業
務
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
正
２
年
　
月
　
日
に
開
業
し

１１

１０

た
島
ノ
下
駅
で
は
、
昭
和
　
年
５

５７

月
　
日
に
職
員
無
配
置
・
民
間
委

３０
託
を
経
て
、
翌
年
９
月
に
無
人
駅

と
な
り
、
今
年
３
月
４
日
に
廃
駅

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
２
年
　
月
　
日
に
開
業
し

１２

２６

た
布
部
駅
で
は
、
昭
和
　
年
　
月

５７

１１

　
日
を
も
っ
て
完
全
無
人
駅
と

１５

布部駅開業記念（昭和２年１２月２６日）

島ノ下駅（昭和４１年） 山部駅（昭和５年）
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な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
合
理
化
が
進
む
に

つ
れ
て
、
各
地
で
反
対
運
動
が
盛

ん
と
な
り
、
市
内
で
も
昭
和
　
年
５５

７
月
　
日
に
「
住
民
の
足
（
国
鉄
）

２２

を
守
る
市
民
大
会
」
が
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
住
民
な
ど

１
２
０
０
人
余
り
が
参
加
し
、
反

対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昭
和
　
年
　
月
１
日
に

５６

１０

開
業
し
た
石
勝
線
を
め
ぐ
っ
て

は
、
根
室
本
線
の
ロ
ー
カ
ル
化
を

阻
止
し
よ
う
と
、
同
年
６
月
４
日

に
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
根
室

本
線
危
機
突
破
総
決
起
大
会
」
を

開
催
し
、
約
１
３
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
や
が
て
根
室
本
線

で
は
特
急
・
急
行
が
と
も
に
廃
止

さ
れ
ロ
ー
カ
ル
線
と
な
り
、
国
鉄

職
員
や
そ
の
家
族
の
多

く
が
富
良
野
か
ら
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
、

政
府
は
６
分
割
・
民
営

化
を
盛
り
込
ん
だ
「
国

鉄
改
革
の
た
め
の
基
本

方
針
」
を
閣
議
決
定
し
、

昭
和
　
年
　
月
　
日
の

６１

１１

２８

参
議
院
本
会
議
で
国
鉄

改
革
８
法
案
を
成
立
さ

せ
、
国
鉄
を
分
割
民
営

化
し
ま
し
た
。
昭
和
　６２

年
４
月
１
日
に
は
Ｊ
Ｒ

北
海
道
が
誕
生
し
、
富

良
野
駅
で
も
新
会
社
の

設
立
を
祝
う
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
職
員
の
人
数
は

国
鉄
時
代
の
　
人
か
ら

６７

駅
長
以
下
　
人
で
の
ス

１９

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

根室本線危機突破総決起大会（昭和５６年６月４日）

ＪＲ北海道発足を祝うセレモニー
（富良野駅・昭和６２年４月１日）

富良野駅（昭和３０年代）

　昭和２９年８月１８日、万歳の歓呼どよめく旗の波

の中、天皇・皇后両陛下のお召列車が富良野駅に

到着され、町民が待つ奉迎場の富良野高校のグラ

ウンドへ車で向かわれました。天皇陛下が奉迎台

にお立ちになると３万人の奉迎者は最敬礼し、老

人の中には感涙して手を合わせる人も見られまし

た。その後、一路国の子寮に向かわれて、幼児の

無邪気な姿に微笑まれました。

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編

お召列車の運行
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の
存
続
に
向
け
て
動
き
出
し
た
直

後
で
あ
っ
た
た
め
、
関
係
者
に
動

揺
が
走
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

で
は
今
年
２
月
と
６
月
に
Ｊ
Ｒ
の

利
用
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
富

良
野
駅
で
１
日
当
た
り
の
乗
降
客

調
査
を
実
施
し
、「
富
良
野
市
根
室

本
線
・
富
良
野
線
利
用
促
進
推
進

協
議
会
総
会
」
や
「
根
室
本
線
対

策
協
議
会
総
会
」
を
開
催
す
る
な

ど
、
圏
域
の
自
治
体
が
連
携
を
強

め
て
鉄
路
の
在
り
方
を
話
し
合
う

た
め
の
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
、
こ
う
し
た

協
議
を
は
じ
め
、
関
係
方
面
へ
の

要
請
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
通
学
・

通
院
な
ど
み
な
さ
ん
の
生
活
や
観

光
振
興
、
農
作
物
の
貨
物
輸
送
、

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
必
要
不

鉄
路
存
続
に
向
け
て
 

｜
｜

　
国
鉄
の
民
営
化
か
ら
　
年
余

２９

り
が
経
過
し
た
平
成
　
年
　
月

２８

１１

　
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
「
単
独
で

１８は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
線

区
」
と
し
て
　
路
線
　
区
間
を
発

１０

１３

表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
根
室
本

線
（
富
良
野
‐
新
得
間
）
（
滝
川

‐
富
良
野
間
）
と
、
富
良
野
線

（
旭
川
‐
富
良
野
間
）
が
含
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
報
道
の
わ
ず
か
４

日
前
（
　
月
　
日
）
に
は
、
国
鉄

１１

１４

の
路
線
を
引
き
継
ぎ
、
千
葉
県
い

す
み
線
を
運
行
す
る
第
三
セ
ク

(
)

タ
ー
の
い
す
み
鉄
道
 株
 の
鳥
塚

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
「
鉄
道

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
鉄
路

鉄道フォーラム（平成２８年１１月１４日）

根室本線沿線首長と議長でいすみ鉄道を視察
（平成２９年５月３０日）

線区別の諸元（平成２７年度）

営業係数
※

営業損失
（百万円）

１列車平均
乗車人数

輸送密度
（人/キロ/日）

営業キロ
（km）

線路・区間

２,２１３３５１７人７９４７.６北海道医療大学～新十津川札 沼 線

１,８５４９７９１１人１５２８１.７　　富良野 ～ 新 得根 室 線

１,３４２６８３１１人１８３５０.１　　 深 川 ～ 留 萌留 萌 線

-   ２,０１３１０人１４１１７９.４輸送密度２００人未満の線区　計

６１８２,５４１２５人４０３１８３.２　　 名 寄 ～ 稚 内宗 谷 線

５１７１,０７６２６人４４９１３５.４　　 釧 路 ～ 根 室根 室 線

１,０１０１,１８３２３人４８８５４.６　　 滝 川 ～ 富良野根 室 線

９６５１,１１７３２人５００６７.０　　 沼ノ端 ～ 岩見沢室 蘭 線

５６１１,６１７３４人５１３１６６.２　　 東釧路 ～ 網 走釧 網 線

８０３４４３２９人５８９３０.５　　 苫小牧 ～ 鵡 川日 高 線

３２４３,５６８５１人１,１４１２３４.０　　 新旭川 ～ 網 走石 北 線

３６３９５６４９人１,４７７５４.８　　 富良野 ～ 旭 川富良野線

-   １２,５０１３７人６９８９２５.７輸送密度２００人以上２０００人未満の線区　計

１,１８８１５０７人１１８１６.１　　 新夕張 ～ 夕 張石 勝 線

１,４７６１,１００１３人１８６１１６.０　　 鵡 川 ～ 様 似日 高 線

-   １,２５０１２人１７８１３２.１すでに話し合いを始めている線区　計

-   １５,７６４３１人５６２１,２３７.２当社単独では維持することが困難な線区　計

Ｊ
Ｒ
北
海
道
報
道
発
表
（
抜
粋
）

平
成
　
年
　
月
　
日

２８

１１

１８
※営業係数：１００円の営業収益を得るために必要な営業費用の指数
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根  室  線（富良野 -新得間）

　鉄道よりも他の交通手段が適しており、利便性・効率
性の向上も期待できると考えられることから、持続可能
な交通体系とするために、バス等への転換について地域
の皆様と相談を開始したいと考えております。

根  室  線（滝川 -富良野間）
富良野線（旭川 -富良野間）

　鉄道を維持する仕組みについて、地域の皆様と下記の
項目を軸に相談を開始したいと考えております。

ア　設備の見直しやスリム化、ご利用の少ない駅の廃止や列車
　　の見直しによる経費節減

イ　運賃値上げによりお客様に応分の負担をしていただく方法

ウ　沿線の皆様に日常的に鉄道をご利用いただく利用促進策

エ　運行会社と鉄道施設等を保有する会社とに分ける上下分離
　　方式

そのうえで、輸送サービスを鉄道として維持すべきかど
うか検討を行います。

輸送密度が２００人未満の線区（片道１００人未満）

輸送密度が２００人以上２,０００人未満の線区

根  室  線（富良野 -新得間）の概要
○　石勝線開通後は特急列車の運行が無くなり、現在は極端に
　ご利用が少ない線区です。
○　老朽化した橋梁が多く存在するほか、線区のほとんどが山
　間部であり、線路への立ち入り箇所が少なく維持管理に苦慮
　しております。
○　運営赤字とは別に老朽土木構造物の維持更新費用として今
　後２０年間で２２億円程度が必要となります。
　　列車本数　：上下１３本　駅数：９駅（うち有人２駅）　
　　沿線自治体：富良野市・南富良野町・新得町

根  室  線（滝川 -富良野間）の概要
○　大正２年に完成した第３空知川橋梁に代表されるような　
　１００年を経過した老朽土木構造物が多く存在し、維持管理に苦
　慮しているほか、山間部の除雪作業にも苦慮しております。
○　石勝線開業後はリゾート列車を除いて特急列車の運行が無
　くなり、輸送密度も５００人未満とご利用が少ない線区です。
　　列車本数　：上下１９本（貨物：臨時上下４本）
　　　　駅数　：１０駅（うち有人２駅）　
　　沿線自治体：滝川市・赤平市・芦別市・富良野市

富良野線（旭川 -富良野間）の概要
○　旭川への通勤通学輸送や、富良野・美瑛を中心とした観光
　路線の役割もありますが、輸送密度約１,５００人と比較的ご利用
　が少ない線区です。
○　山間部の区間が多く、冬期間には除雪等の対応に苦慮して
　おります。
　　列車本数　：上下３８本　駅数：１７駅（うち有人４駅）　
　　沿線自治体：富良野市・中富良野町・上富良野町・美瑛町
　　　　　　　　旭川市

可
欠
な
鉄
路
の
維
持
・
存
続
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
間
、
「乗
っ
て
守
ろ

う
根
室
本
線

・
富
良
野
線
」
を
合

言
葉
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
、

市
内
で
は
住
民
自
ら
Ｊ
Ｒ
を
利
用

し
よ
う
と
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
、
桜
の
花
見
旅
行
を
し
て

い
る
山
部
友
の
会
で
は
、
今
年
４

月
の
新
潟
県
上
越
市
の
旅
行
に
、

Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
参
加
者
　
人
が
山
部
駅
に

１５

集
ま
り
、
山
部
商
工
会
な
ど
の
関

係
者
が
見
送
る
中
、
山
部
駅
を
出

発
。
佐
々
木
一
郎
代
表
は

「
こ
れ

を
機
に
今
後
も
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た

行
程
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。

　
ま
た
、
青
年
経
済
人
な
ど
で
組

織
す
る
富
良
野
青
年
会
議
所
で
は
、

家
族
を
含
め
た
会
員
同
士
の
交
流

を
目
的
に

「家
族
交
流
会
」
を
開

催
し
、
富
良
野
駅
か
ら
上
富
良
野

駅
ま
で
ノ
ロ
ッ
コ
号
に
乗
車
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
は

「楽
し
か
っ
た
」
と
素
直
な

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
旅
行
や

出
張
な
ど
の
際
は
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

山部友の会（山部駅・平成２９年４月１４日）富良野青年会議所（上富良野駅・平成２９年６月１８日）

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編
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大正１５年５月２４日、不気味な鳴動を響かせていた十勝岳が突如大爆発。
ガスと噴出物で火口周辺の残雪が一挙に解けて泥流となり流下し、上富
良野町に敷設された富良野線の鉄道は押し曲げられた

大正９年、東大演習林森林軌道敷設
大正１４年、蒸気機関車を導入

明
治
　
年
　
月
、
山
部
駅
と
同
時
に
駅
逓

３３

１２

開
設
。
明
治
　
年
に
駅
逓
は
廃
止
さ
れ
た

４５

写
真
が
語
る
鉄

写
真
が
語
る
鉄
路路
のの
歴歴
史史

写
真
が
語
る
鉄
路
の
歴歴
史

明治３５年当時の下富良野官設駅逓所（えきていしょ）
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昭和５５年７月２２日、「住民の足（国鉄）を守る市
民大会」を文化会館大ホールで開催し、国鉄の
合理化反対を訴える

明
治
　
年
、
下
富
良
野
駅
舎
と
職
員
一
同

３８

国
鉄
富
良
野
機
関
区

昭和４３年１０月１日の早朝、旭川方面からやって
きた４両編成貨物列車が鉄橋ごと富良野川に
転落。同４５年に同僚たちが事故現場に慰霊碑を
建立し、第３回追悼法要がしめやかに行われた

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編
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136

136

1030

1117

237

136

J
R
石
勝
線

道
東
自
動
車
道

道
東
自
動
車
道

至 苫小牧

トマム

落  合

金  山

占  冠

占冠I.C

トマムI.C

新夕張・南千歳方面新夕張・南千歳方面へへ

Ｄ５１蒸気機関車「フラヌイ号」

　当時と変わら

ない輝きを放ち、

富良野文化会館

横に展示されて

いるＤ５１蒸気機

関車「フラヌイ

号」。国鉄の動力

の近代化計画にともなって、各地で蒸気機

関車からディーゼル機関車への転換が進

み、昭和４９年７月には富良野線でも無煙化

となり、同年１０月１日をもって富良野から

蒸気機関車が姿を消しました。そうした中、

道内各地で蒸気機関車の姿を長くとどめ

その功績を顕彰しようという機運が高ま

り、富良野でも機関区ＯＢなどから蒸気機

関車の永久保存の声が上がり、国鉄北海道

総局に静態展示を打診し協議した結果、昭

和５０年５月に富良野線でも活躍し、ゆかり

のあるＤ５１９５４の永久貸与が決定。同年７

月に輸送・展示されました（写真下）。昭

和５０年７月２７日には盛大に展示披露式典

を開催し、蒸気機関車の愛称「フラヌイ号」

を発表。今もなお、多くの住民や鉄道愛好

家がその勇壮な姿を一目見ようと訪れて

います。

展示場所　文化会館横 

問合せ　　生涯学習センター

　　　　拶４２‐２４０７

富良野駅周富良野駅周辺辺

昭和５０年７月に行われたＳＬ輸送作戦

富
良
野
駅
限
定
グ
ッ
ズ
販
売
中

　
６
月
か
ら
富
良
野
・
美
瑛
ノ

ロ
ッ
コ
号
や
特
急
フ
ラ
ノ
ラ
ベ

ン
ダ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
運
行

に
合
わ
せ
て
、
富
良
野
駅
な
ど
に

ま
つ
わ
る
グ
ッ
ズ
を
限
定
販
売

し
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に
惜
し

ま
れ
な
が
ら
廃
駅
と
な
っ
た
「
島

ノ
下
駅
」
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、

通
信
販
売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
、
Ｊ
Ｒ
ふ
ら
の
駅
横

の
ふ
ら
の
観
光
協
会
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間
　午

前
９
時
～
午
後
６
時

休
業
日
　
な
し

問
合
せ
　
ふ
ら
の
観
光
協
会

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
３
８
８富良野圏域各駅のマグネットプレートも販売

Ｊ
Ｒ
石
勝

Ｊ
Ｒ
石
勝
線線

落 合

金 山

占 冠

新 得

帯広方面帯広方面へへ

東鹿越 -新得間

昨年８月の台風被
害のためバス代行
を行っています。

トマム

探探
訪訪
富富
良良
野野

鉄鉄
道道
ママ
ッッ
ププ

探
訪
富
良

探
訪
富
良
野野

鉄
道
マ
ッ

　
鉄
道
マ
ッ
ププ

富良富良野野富良野

Ｎ
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38

465

253

253
298

705

705

851

966

291

353

581 759

544

544

38

237

985 706

上富良野

西  中

中富良野

ラベンダー畑
※臨時駅

鹿  討

学  田

富良野

布  部

山  部

下金山

幾  寅

東鹿越

4

富良野

Ｊ
Ｒ
根
室
本

Ｊ
Ｒ
根
室
本
線線

Ｊ
Ｒ
富
良
野

Ｊ
Ｒ
富
良
野
線線

幾 寅

東鹿越

下金山

山 部

布 部

学 田

中富良野

ラベンダー畑（臨時）

鹿 討

西 中

美
瑛
・
旭
川
方
面

美
瑛
・
旭
川
方
面
へへ

ぶ
ど
う
果
汁
工
場

　
学
田
駅
か
ら
徒
歩
で
　
分
ほ

１０

ど
の
場
所
に
あ
る
ぶ
ど
う
果
汁

工
場
は
、
観
光
案
内
所
を
兼
ね
た

売
店
で
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
や
特
産

品
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
ぶ
ど
う
果
汁
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い

密
か
な
絶
品
。
さ
ら
に
、
生
食
用

ぶ
ど
う
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
だ
け

で
製
造
し
た
工
場
限
定
の
ぶ
ど

う
果
汁
は
知
る
人
ぞ
知
る
逸
品

で
す
。
ぶ
ど
う
果
汁
工
場
か
ら
ワ

イ
ン
工
場
ま
で
の
道
に
は
ぶ
ど

う
畑
が
広
が
り
、
遠
く
に
は
十
勝

岳
連
峰
を
眺
め
ら
れ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
も
最
適
で
す
。

営
業
時
間
　

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

営
業
期
間
　
　
月
　
日
鰹火 
ま
で

１０

１０

問
合
せ
　
ふ
ら
の
観
光
協
会

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
３
８
８

学
田
駅
周

学
田
駅
周
辺辺

世
界
連
邦
平
和
都
市

　
昭
和
　
年
　
月
　
日
、
山
部
村

３０

１１

１０

議
会
で
、
国
内
で
　
番
目
、
北
海

１２

道
初
と
な
る
「
世
界
連
邦
平
和
都

市
」
を
宣
言
。
こ
れ
を
記
念
し
、

山
部
駅
前
に
記
念
の
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
部
駅
に
お

越
し
の
際
は
、
こ
の
場
所
で
核
も

戦
争
も
な
い
世
界
平
和
を
願
っ

て
、誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

山
部
駅
周

山
部
駅
周
辺辺

上富良野

北
の
国
 此
  処
 に
始
ま
る

こ
 

こ

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の
国

か
ら
」
で
、
黒
板
五
郎
、
純
、

蛍
が
物
語
の
最
初
に
降
り

立
っ
た
布
部
駅
。
駅
舎
の
前

に
は
、
倉
本
聰
さ
ん
直
筆
の

看
板
「
北
の
国
此
処
に
始
ま

る
」
が
設
置
さ
れ
、
今
も
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

布
部
駅
周

布
部
駅
周
辺辺

太
陽
の
泉
（
山
部
中
央
公
園
）

　
富
良
野
市
開
基
　
周
年
を
記

９０

念
し
て
、
山
部
駅
近
く
の
山
部
中

央
公
園
に
建
立
さ
れ
た
噴
水
。
公

園
に
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

で
き
る
よ

う
に
ス
テ

ー
ジ
も
設

け
ら
れ
、

や
ま
べ
ふ

れ
あ
い
ま

つ
り
な
ど

で
利
用
さ

れ
て
い
ま

す
。

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編

滝川・札幌方面滝川・札幌方面へへ
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下
金
山
駅

金
山
駅

東
鹿
越
駅

布部駅

農
産
物
直
売
所
　
作
倶
楽
（
さ
く
ら
）

落合駅

　
自
然
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
活
用
し
た

　
ホ
ー
ル
を
楽
し
め
ま
す
。

１８　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
南
富
良
野
字
金
山

　
　
　
　
　
　
営
業
時
間
　

　
　
　
　
　
　
　
日
の
出
か
ら
日
没

　
　
　
　
　
　
利
用
料
金
　
無
料

　
　
　
　
　
　
問
合
せ
　

　
　
　
　
　
　
　
拶
５
２
‐
２
１
４
５

金
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
緑
地
公
園

　
取
り
扱
う
野
菜
は
　
品
目
強
。
か
ぼ

９０

ち
ゃ
だ
け
で
も
　
種
類
以
上
の
品
揃

１４

え
。
珍
し
い
野
菜
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

作
倶
楽
の
野
菜
は
、
美
味
し
く
食
べ
れ

　
　
　
　
　
　
る
頃
合
い
を
見
て
収

　
　
　
　
　
　
穫
し
て
い
る
た
め
、
季

　
　
　
　
　
　
節
に
よ
っ
て
販
売
し

　
　
　
　
　
　
て
い
る
野
菜
が
変
わ

　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
　

　
　
　
　
　
　
　
南
富
良
野
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
下
金
山

　
　
　
　
　
　
問
合
せ
　

　
　
　
　
　
　
　
拶
５
５
‐
２
０
３
１

落
合
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
丘
へ
の
打
ち
上
げ
、
打
ち
下

ろ
し
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
９
ホ
ー
ル
を
楽
し
め
ま
す
。

と
こ
ろ
　
南
富
良
野
町
字
落
合

営
業
時
間
　
日
の
出
か
ら
日
没

利
用
料
金
　
無
料

問
合
せ
　
拶
５
２
‐
２
１
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
衛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
駆
除
さ
れ
た
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
シ
カ
肉
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
用
し
た
「
エ
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
（
エ
ゾ
風

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
レ
ツ
）」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
乗
せ
た
カ
レ
ー
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
生
産
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
新
鮮
な
野

　
　
　
　
　
　
　
　
菜
と
道
産
米
を

使
用
。
飲
み
物
に
は
町
特
産
の
く
ま

さ
さ
茶
が
つ
い
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
　
南
富
良
野
町

　
　
　
　
　
字
幾
寅

問
合
せ
　
な
ん
ぷ
て
い

　
　
　
　
　
拶
５
２
‐
２
７
３
３

南
富
良
野
エ
ゾ
カ
ツ
カ
レ
ー

雲
海
テ
ラ
ス

　
朝
日
を
浴

び
な
が
ら
ゴ

ン
ド
ラ
で
　１３

分
の
空
中
散

歩
で
行
き
つ

く
先
は
、
想

像
を
は
る
か

に
越
え
る
絶

景
が
広
が
り

ま
す
。

と
こ
ろ
　
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム

内
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

期
間
・
時
間
　

　
８
月
　
午
前
５
時
～
８
時

　
９
月
　
午
前
４
時
　
分
～
８
時

３０

　
　
月
１
日
～
　
日

１０

１６

　
　
　
　
午
前
５
時
～
７
時
　

料
　
金
　
大
人
　
１
９
０
０
円

　
　
　
　
小
学
生
１
２
０
０
円

※
ト
マ
ム
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
あ
り

問
合
せ
　
拶
５
８
‐
１
１
１
１

トマム駅

幾
寅
駅

新得駅

新
夕
張
・
南
千
歳
方
面

か
な
や
ま
湖
森
林
公
園

　
ゴ
ー
カ
ー
ト
と
テ
ニ
ス
、
隣
接
す

る
鹿
の
沢
川
上
流
公
園
の
遊
具
を

家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
南
富
良
野
町
字
東
鹿
越

営
業
期
間
　
８
月
　
日
ま
で
は
毎
日

１６

８
月
　
日
か
ら
９
月
　
日
は
土
・
日

１９

２４

曜
日
と
祝
日
の
み
営
業

※
ゴ
ー
カ
ー
ト
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

利
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
か
な
や
ま
湖
保
養
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
拶
５
２
‐
２
２
２
３

山部駅

占冠駅

道
の
駅
自
然
体
感
し
む
か
っ
ぷ

　
占
冠
村
の
自
然
や
動
物
の
パ

ネ
ル
展
示
と
、
近
郊
の
観
光
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
内
部

に
は
「
し
も
か
ぷ
工
房
」
の
木

工
製
品
、
地
元
農
家
さ
ん
の
新

鮮
野
菜
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
土

産
店
が
並
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、

占
冠
村
の
村
木
・
カ
エ
デ
か
ら

生
ま
れ
た
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

を
、
ア
イ
ヌ
語

で
イ
タ
ヤ
カ
エ

デ
の
樹
液
を
意

味
す
る
「
ト
ペ

ニ
ワ
ッ
カ
」
と

名
付
け
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

営
業
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

問
合
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
占
冠
・

村
づ
く
り
観
光
協
会

　
拶
３
９
‐
８
０
１
０

滝
川
・
札
幌
方
面

根室本線

根
室
本

根
室
本
線線

根
室
本
線

※

-

東
鹿
越
  新
得
間
は
、昨
年
８
月
の
台
風
被
 

　
害
の
た
め
バ
ス
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
　
メ
ー
プ
ル

◆
占
冠
の
恵
み
の
山
菜
カ
レ
ー

　
山
菜
や
鹿
肉
ミ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ラ
イ
ス
に
は
ギ
ョ
ウ
ジ

ャ
ニ
ン
ニ
ク
と
コ
ー
ン
が
入

っ
て
い
て
、
こ
の
一
品
で
占

冠
の
特
産
品
が
味
わ
え
ま
す
。

と
こ
ろ
　
物
産
館
２
階

　
　
　
　
 （
占
冠
駅
前
）

問
合
せ
　
拶
５
６
‐
２
７
７
８ 帯

広
・
根
室
方
面

石
勝
石
勝
線線

根
室
本

根
室
本
線線

根
室
本
線

石
勝
線

富良野富良野駅駅

ＪＲに乗って出発乗って出発進進行！行！
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美
瑛
・
旭
川
方
面

学田駅

富良野線

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編

鹿討駅

ら
ー
め
ん
寿
浅
（
８
月
以
降
開
店
）

　
北
の
峰
に
あ
っ
た
「
焼
肉
と
ラ
ー

メ
ン
の
店
寿
浅
」
が
、
８
月
以
降
に

営
業
を
始
め
ま
す
。

と
こ
ろ
　

　
中
富
良
野
町

　
　
　
基
線
北
８
号

営
業
時
間
　

　
午
前
　
時
１１

　
　
　
～
午
後
２
時

　
※
日
・
月
曜
日
は

　
　
　
　
　
定
休
日

問
合
せ
　
拶
な
し

中富良野駅

ダ
イ
ニ
ン
グ
シ
ェ
ー
ブ
ル

　
主
に
地
物
や
道
産
の
素
材
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

野
菜
は
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
や
、
珍
し

い
も
の
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
中
富
良
野
町
南
町
７
‐
　３５

営
業
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
午
後
９
時

１１

３０

　
※
午
後
３
時
～
６
時
は
昼
休
み

問
合
せ
　
拶
４
４
‐
４
９
６
６

ラベンダー畑駅
（臨時駅）

と
み
た
メ
ロ
ン
ハ
ウ
ス

　
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
メ
ロ
ン

が
並
び
、
地
方
発
送
や
お
土
産
に

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
場
で
カ
ッ
ト
メ
ロ
ン
や
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
、
メ
ロ
ン
ス
ム
ー
ジ
ー
、

焼
き
た
て
の
メ
ロ
ン
パ
ン
な
ど
も

味
わ
え
ま
す
。

と
こ
ろ
　
中
富
良
野
町
宮
町
３
‐
　３２

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
※
９
月
ま
で
無
休

問
合
せ
　
拶
３
９
‐
３
３
３
３

西
中
駅

N
A
K
A
FU
RA
N
O

 
 
 
 
  
  
 
 
 

D
O
T

フ
ー
ド
テ
ラ
ス
  
 
 

　
今
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
！
甘
味
た
っ
ぷ
り
の
新
鮮
果
物
に
、

雲
の
よ
う
な
フ
ワ
フ
ワ
氷
が
降
り
注

ぐ
、
新
食
感
の
か
き
氷
店
。

と
こ
ろ
　
中
富
良
野
町
東
１
線
北
　
号
１８

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

問
合
せ

拶
０
９
０
‐
６
２
１
９
‐
２
６
８
１

上
富
良
野
駅

駅
前
弁
当

　
駅
を
出
て
約
１
０
０
ｍ
歩
く
と
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
看
板
が
目
を
引
く

精
肉
店
兼
お
弁
当
屋
さ
ん
。
精
肉
店

を
営
む
傍
ら
　
年
前
か
ら
駅
前
の

３０

弁
当
屋
「
駅
前
弁
当
」
も
始
め
ま
し

た
。
精
肉
店
だ
け
あ
っ
て
「
お
肉
」

の
入
っ
た
お
弁
当
が
人
気
。
特
に
、

か
み
ふ
ら
の
名
物
「
豚
サ
ガ
リ
弁

当
」
が
イ
チ
オ
シ
で
す
。
旅
の
お
供

に
ど
う
ぞ
。

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
町

　
　
　
　
　
中
町
２
丁
目
４
‐
　１１

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

問
合
せ
　
拶
４
５
‐
５
６
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
菓
子
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
　
年
に

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
業
し
、
約
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
歴
史
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
老
舗
菓
子
店
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
３
代
目

　
　
　
　
　
　
　
　
の
店
主
で
、
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
キ
や
和
菓
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
な
ど
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
ア
ー

モ
ン
ド
の
入
っ
た
焼
菓
子
で
ホ
ワ
イ

ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
挟
ん
だ
銘
菓

「
フ
ラ
ヌ
イ
 ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
は
上
富

良
野
を
代
表
す
る
お
土
産
と
し
て
大

人
気
。

と
こ
ろ
　
上
富
良
野
町

　
　
　
　
　
錦
町
２
丁
目
４
‐
　１０

営
業
時
間
　

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時
　
分

３０

３０

問
合
せ
　
拶
４
５
‐
２
１
０
８

日
の
出
公
園
展
望
台

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
で
有
名
な
日
の
出
公
園

は
駅
か
ら
約
１
・
５
㎞
の
所
に
あ
り
、
「
花

と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
」
と
「

北
の
大
文
字
」
で
お
な
じ
み
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
小
高
い
丘
の

上
の
展
望
台
か
ら
は
東
に
十
勝

岳
連
峰
が
一
望
で
き
ま
す
。
青

空
に
浮
か
び
上
が
る
日
中
の
十

勝
岳
連
峰
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

夕
焼
け
色
に
染
ま
る
山
々
も
一

味
違
っ
て
お
ス
ス
メ
で
す
。

ＪＲに乗って出発ＪＲに 進行！

※掲載しているお店などは、今回の広域連携企画により各自治体から掲載依頼されたものです。
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そ
れ
で
も
鉄
路
を
守
り
た

そ
れ
で
も
鉄
路
を
守
り
た
いい

　
　
月
　
日
の
「
鉄
道
の
日
」
に
、
偶

１０

１４

然
に
も
国
鉄
職
員
と
し
て
働
く
父
親
の

家
庭
に
生
ま
れ
、
家
族
６
人
で
富
良
野

機
関
区
の
鉄
道
官
舎
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
毎
晩
、
官
舎
の
窓
か
ら
父
親
た

ち
が
汗
水
流
し
て
働
い
て
い
る
後
姿
を

見
て
、
「
鉄
道
の
仕
事
は
大
変
だ
な
ぁ
」

と
思
い
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
あ
ま
り
好

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

高
校
を
卒
業
後
、
富
良
野
で
は
良
い
就

職
先
が
見
つ
か
ら
ず
、
上
京
を
覚
悟
し

ま
し
た
が
、
長
男
で
あ
り
親
の
こ
と
も

考
え
る
と
転
勤
す
る
仕
事
は
避
け
た

か
っ
た
の
で
、
昭
和
　
年
４
月
に
国
鉄

３８

富
良
野
機
関
区
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
機
関
区
で
は
、
整
備
係
と
し
て
機
関

庫
に
戻
っ
て
き
た
蒸
気
機
関
車
を
朝
か

ら
晩
ま
で
清
掃
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｌ
乗
務

員
を
め
ざ
し
て
機
関
車
の
部
品
を
覚
え

る
こ
と
２
年
。
そ
の
後
、
よ
う
や
く
機

関
車
乗
務
の
機
関
助
手
に
な
っ
て
、
釜

焚
き
を
　
年
間
勤
め
ま
し
た
。
で
も
、

１０

時
代
と
と
も
に
蒸
気
機
関
車
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
主
役
が
代
わ
り
、

私
は
Ｓ
Ｌ
で
は
な
く
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
運

転
技
術
の
教
育
を
受
け
て
、
昭
和
　
年
４９

か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
機
関
士
と

し
て
、
富
良
野
駅
か
ら
住
民
や
観
光
客

を
乗
せ
て
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
富
良
野
で
の
生
活
は
長
く
は
続
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
富
良
野
機
関
区
が
廃
止

６１

さ
れ
滝
川
機
関
区
に
配
置
転
換
と
な
り
、

翌
年
に
滝
川
へ
異
動
。
昭
和
　
年
４
月

６２

に
国
鉄
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
分
割
民
営
化

さ
れ
、
平
成
元
年
４
月
、　

歳
に
し
て

４５

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
配
転
と
な

り
上
京
す
る
な
ど
、
波
乱
万

丈
の
人
生
が
幕
を
開
け
ま

す
。
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
最
初
に

勤
務
し
た
駅
は
上
野
駅
。
こ

こ
で
は
東
北
新
幹
線
の
清

掃
業
務
に
３
年
間
携
わ
り

ま
し
た
。
２
カ
所
目
は
北
千

住
駅
の
営
業
指
導
係
と
し

て
改
札
に
立
ち
ま
し
た
。
こ

の
駅
に
は
私
鉄
を
含
め
て

何
本
も
の
路
線
が
行
き
交

い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
駅
名
を
覚
え

な
け
れ
ば
仕
事

に
な
ら
な
い
た

め
、
当
時
　
歳
４８

の
私
は
、
必
至

に
覚
え
よ
う
と

努
力
し
ま
し
た

が
覚
え
ら
れ
ず
、

周
り
の
職
員
に

も
迷
惑
を
か
け

た
く
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、

３
カ
月
で
上
司

に
異
動
を
依
願
。

す
る
と
３
カ
所
目
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

上
野
駅
浅
草
口
付
近
で
経
営
し
て
い
た

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
「
オ
ア
シ
ス
」

で
、
鉄
道
と
は
無
縁
の
仕
事
に
就
き
ま

し
た
。
朝
７
時
半
か
ら
店
を
オ
ー
プ
ン

し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
飲
み
物
や

パ
ス
タ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
オ
ー

ダ
ー
を
聞
い
て
回
り
、
田
舎
者
の
私
は

「
カ
フ
ェ
オ
レ
」
が
分
か
ら
ず
、
妻
に
電

話
し
て
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
生
活
が
６
年
間
続
く
中
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
こ
の
店
を
含
む
外
食
部
門
を
分

社
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
再
び
上
野
駅

に
戻
り
、
ホ
ー
ム
の
案
内
業
務
を
２
年

間
担
当
し
ま
し
た
。
週
に
２
回
か
ら
３

回
は
　
時
間
勤
務
が
あ
り
、
さ
ら
に
約

２４

７
分
間
隔
で
入
っ
て
く
る
電
車
の
安
全

確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
息
を
つ

く
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
定
年
が

迫
っ
た
　
歳
の
と
き
に
は
、
５
カ
所
目

５７

の
異
動
先
、
東
京
都
環
境
局
に
出
向
を

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
環
境
問
題
を
研
究
し
て
い
る
ビ
ル

内
で
、
ボ
イ
ラ
ー
や
空
調
の
管
理
業
務

を
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
、
定
年
退
職

し
、
富
良
野
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

北千住駅営業指導係として勤務

コーヒーショップ店のウェーター時代

 近  田  
ちか だ

 靖  久 さん（７４歳）
やす ひさ

元国鉄職員。富良野市出身。昭和３６年４月
に国鉄に入社後、富良野機関庫整備係や機
関士として勤務。富良野機関区の廃止と、
国鉄民営化の際に配置転換を経験。定年退
職後はＳＬ保存会の理事長として会の運営
に携わる。平成２８年３月にＳＬ保存会解散
後も、元メンバーたちと、鉄道談義に花を
咲かせながら、鉄道の存続について考える。
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い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
　
年
３
月

２８

に
、
組
織
の
高
齢
化
を
前
に
な
す
術
が

な
く
、
メ
ン
バ
ー
が
老
体
に
ム
チ
打
っ

て
清
掃
を
す
る
こ
と
も
限
界
と
な
り
、

残
念
な
が
ら
会
は
解
散
し
ま
し
た
が
、

今
で
も
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
は
続
い

て
い
ま
す
。

　
去
年
　
月
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
報
道
発

１１

表
後
も
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
集
っ
て
「
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
考
え
ま

し
た
が
、「
富
良
野
だ
け
で
頑
張
っ
て
も
、

鉄
道
は
道
内
各
地
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
戸
惑

い
の
声
も
聞
こ
え
ま
し
た
。
で
も
、
こ

れ
か
ら
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、

通
院
の
た
め
に
公
共
交
通
網
が
必
要
と

な
る
人
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
の
で
、「
簡
単
に
鉄
道
を
廃

線
に
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
、
み
ん
な
口
を
揃
え
て

話
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
各
地
で
路
線
が

廃
止
さ
れ
る
よ
う
な
事

態
に
進
展
す
れ
ば
、
市
民

の
足
が
な
く
な
る
の
と

同
時
に
、
再
び
、
私
の
よ

う
な
辛
い
経
験
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｊ
Ｒ

の
関
係
者
が
た
く
さ
ん

出
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、
「
鉄
路
存

続
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
」、
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
富
良
野
機
関
区
が
廃
止
さ
れ
た
当
時
、

手
に
職
が
な
か
っ
た
私
が
、
家
族
を

養
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
会
社
に
よ
る

配
転
を
受
け
入
れ
て
、
単
身
、
上
京
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
え
ば
、

辞
令
１
枚
の
重
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
、

家
族
に
も
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
富
良
野
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
設
立
当

初
か
ら
加
入
し
て
い
た
Ｓ
Ｌ
保
存
会
の

活
動
に
復
帰
し
、
月
１
回
の
Ｓ
Ｌ
清
掃

に
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
　
年
か
ら
は

１７

理
事
長
と
し
て
、
同
じ
富
良
野
機
関
区

の
先
輩
で
３
代
目
会
長
の
辻
澤
寅
男
さ

ん
た
ち
と
、
組
織
の
高
齢
化
や
男
性
社

会
で
閉
鎖
的
だ
っ
た
雰
囲
気
を
一
掃
し

よ
う
と
、
元
国
鉄
職
員
の
家
族
や
鉄
道

フ
ァ
ン
、
市
職
員
な
ど
に
も
声
を
か
け
、

清
掃
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
岩

見
沢
や
三
笠
、

北
見
な
ど
、
全

道
各
地
で
展
示

さ
れ
て
い
る
蒸

気
機
関
車
の
視

察
に
も
行
き
、

各
地
の
保
存
会

の
人
た
ち
か
ら

は
「
富
良
野
の

蒸
気
機
関
車
の

保
存
状
態
は
北

海
道
で
一
番
良

い
」
と
太
鼓
判

を
押
さ
れ
、
誇

ら
し
く
感
じ
て

　　２階ほどの高さでＳＬの冬囲いを撤去する近田さん

ＳＳＬＬ保保存存会会会会員員ととフフララヌヌイイ号号（（平平成成２２６６年年春春））ＳＬ保存会会員とフラヌイ号（平成２６年春）

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編
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観
光
面
で
の
活
用
に
期

観
光
面
で
の
活
用
に
期
待待

　
昨
年
　
月
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
報
道
発

１１

表
で
、
道
内
全
路
線
の
約
半
分
が
廃
線

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

「
鉄
道
が
な
く
な
る
な
ら
、
フ
ァ
ン
を
や

め
よ
う
か
…
」
と
考
え
て
し
ま
う
ほ
ど

の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
設
立
以
来
、
経
営
や
運
営
は
す
べ
て

会
社
任
せ
に
し
て
き
た
の
で
、
生
活
の

足
と
し
て
利
用
し
て
き
た
私
た
ち
住
民
、

そ
れ
を
守
る
立
場
の
行
政
、
そ
し
て
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
３
者
が
も
っ
と
連
携
し
て

い
れ
ば
、
こ
ん
な
に

悲
し
い
事
態
は
回
避

で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
全
国
の
ロ
ー

カ
ル
線
を
旅
し
、
各

地
で
鉄
道
フ
ァ
ン
や

住
民
が
鉄
路
存
続
の

た
め
に
行
動
し
て
い

る
姿
に
刺
激
を
受
け

て
、
私
も
今
年
３
月

３
日
、
島
ノ
下
駅
の

営
業
最
終
日
、
想
い

を
共
有
で
き
れ
ば
と

駅
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

を
　
枚
作
成
し
、
訪
れ
た
フ
ァ
ン
や
地

８０
元
の
方
々
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
現
実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
今
、

「
乗
っ
て
守
ろ
う
」
だ
け
で
は
、
太

刀
打
ち
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、

北
海
道
の
地
方
路
線
は
、
生
活
路

線
か
ら
観
光
路
線
へ
転
換
す
る
時

 松  原  
まつ ばら

 良  成 さん（４７歳）
よし なり

エム・ファクトリーふらの代表。
千葉県市川市出身。幼いころから
父親と常磐線を見たり乗ったりし
て鉄道に親しむ。平成７年１月に
深名線（深川-名寄間）が廃線の
危機に陥っていることを知り、夫
婦で青春１８きっぷを片手に、普通
列車を乗り継ぎ来道。深名線の車
窓に広がる景色は、まさに幼いこ
ろに父親と見た景色そのもので、
一瞬にしてローカル線に魅了され
た。平成１２年に北海道の鉄道を追
い求め富良野に移住。現在も休日
などを利用して、道内をはじめ、
全国の鉄道を乗り継いでいる。

期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
地
元
の

根
室
本
線
、
特

に
富
良
野
‐
新

得
間
の
車
窓
は
、

こ
れ
だ
け
で
も

観
光
客
や
鉄
道

フ
ァ
ン
を
魅
了

す
る
絶
景
。
観

光
面
で
の
活
用

も
期
待
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
運
営
方

法
も
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
国
や
Ｊ
Ｒ
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
民
間
が
中
心
と
な
っ
て
列

車
を
運
行
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
鉄
路
（
保

線
）
を
維
持
し
、
地
元
の
自
治
体
が
駅

舎
の
管
理
を
行
う
「
上
下
分
離
方
式
」

を
採
用
し
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
を
は
じ
め
と

す
る
観
光
列
車
、
案
内
人
を
乗
せ
て
走

る
ガ
イ
ド
列
車
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
人
気

の
夜
行
列
車
な
ど
、
ア

イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て

列
車
を
運
行
し
て
い
く
と
と

も
に
、
住
民
の
足
と
し
て
も

鉄
路
を
存
続
し
て
い
く
方
法

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
今
後
、
こ
の
問
題
は
ま
す

ま
す
物
議
を
醸
す
も
の
と
は

思
い
ま
す
が
、
他
人
事
と
捉

え
ず
に
、
Ｊ
Ｒ
や
行
政
な
ど

が
開
催
す
る
説
明
会
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
し
、
み
な
さ
ん
と
関
心
を
持
っ
て

鉄
路
の
未
来
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

旭旭山山動動物物園園号号とと富富良良野野・・美美瑛瑛ノノロロッッココ号号旭山動物園号と富良野・美瑛ノロッコ号

夜夜のの東東鹿鹿越越駅駅夜の東鹿越駅 十十勝勝岳岳ととキキハハ４４００十勝岳とキハ４０

旭旭川川駅駅かからら留留萌萌本本線線直直通通のの増増毛毛行行きき普普通通列列車車
（（キキハハ５５４４））

旭川駅から留萌本線直通の増毛行き普通列車
（キハ５４）
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　ＪＲ富良野駅に隣

接するふらの観光協

会では、７月からヤ

マト運輸と共同で、
観光客などの手荷物
を預かり、市内ホテ
ルへ届けるサービス
の実証実験を行って
います。このサービ
スを利用することに
より、観光客は重い荷物を窓口に預けて、手ぶらで富良野圏域
の観光を楽しみ、その後、宿泊するホテルで荷物を受け取るこ
とができることから、ＪＲ利用客をはじめ、観光客の利便性向
上に期待されています。ふらの観光協会では今回の実証実験の
結果をもとに、次年度以降の実施を検討していきます。

　北海道と青森県の１０１の市町村に、ＪＲ
北海道４１７の駅があります。そこにはそれ
ぞれのまちの表情があり、１０１の鉄道風景
があります。
　この度、１０１の市町村の協力により、そ
れぞれのまちの表情と鉄道風景をひとつ
のきっぷにのせて、ＪＲ北海道「わがま
ちご当地入場券」の発売を開始しました。
１０１種類の入場券は、それぞれ１０１のまち
に行かないと購入できません。実際にそ
れぞれのまちに足を運んで、あなただけ
の１０１の景色を見つけてみてください。 

　　　鰹問 ＪＲ富良野駅　拶２２‐０９０９

発売を記念して、富良野駅
長の内藤幸樹さんから、能
登市長に富良野駅のご当地
入場券が贈呈されました

★ＪＲ北海道からのプレゼン★ＪＲ北海道からのプレゼントト

　「ご当地入場券」に付いている応募券（異なる10駅分の応募券

を１口として）を、応募台紙に透明テープなどでしっかりと貼

り付けて応募すると、「北海道の普通列車カード」をプレゼント。

さらに異なる10駅分を応募すると「快速列車カード」、その次は

「急行列車カード」、最後に「特急列車カー

ド」をプレゼント。この他にも「専用コレ

クションファイル」なども販売しています。

くわしくは、ホームページをご覧ください。

お 知 ら せ
　ＪＲ北海道と富良野市が協力して、
富良野駅のトイレを改修しました。車
椅子や乳幼児、さらには人工肛門、人
工ぼうこうを造設している方にも配
慮していますので、どうぞご利用くだ
さい。

１枚170円
※わがまちご当地入場券は、JR北海道
　が発売する普通入場券です。
※７月２０日現在、８１カ所で販売中。残り
　２０の駅は準備が整い次第販売します。

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編

応募券を
透明テープなどで台
紙にしっかりと貼る

封筒に入れて 投 函 「北海道の普通列
車カード」を獲得！

侠侠手ぶ手ぶらら僑僑でで  ふらの観光を楽しんでふらの観光を楽しんで！！侠手ぶら僑で  ふらの観光を楽しんで！

多くのインバウンド（外国人観光
客）がサービスを利用しに窓口へ。
写真は香港からやってきた観光客

受付時間　午前９時～正午

受付場所　ふらの観光協会インフォメー

　　　　　ションセンター（ふらの駅横）

配達時間　午後５時までにホテルに配達

配 達 先　市内７つのホテル

料　　金　荷物１個につき千円

期　　間　８月１５日鰹火 まで　

鰹問 ふらの観光協会　拶２３‐３３８８
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Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
の
利
用
実
態
と
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
乗
降

客
数
を
把
握
す
る
た
め
、「
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
利
用
実
態
調
査
」

及
び
「
乗
降
客
数
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
速

報
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
鉄
路
の
在
り
方
に
向
け
た
取
り
組

み
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

― 調査の概要 ―

　平成２９年６月２９日、富良野駅で、午前５

時５８分始発から午後１１時２７分終着のＪＲ

を利用者した５４人に聞き取り方式による

利用実態調査を実施するとともに、富良

野線・根室本線の乗降客数調査を実施。

また、日常的にＪＲを利用している高校

生（富良野高校１７１人及び緑峰高校１２８人）

にもアンケート調査を実施。

　
今
回
、
実
施
し
た
Ｊ
Ｒ

富
良
野
駅
利
用
実
態
調

査
に
、
次
の
と
お
り
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
を
年
代
別
に

見
て
み
る
と
、
「
～
　
歳
１０

代
」
が
３
１
１
人
と
多
く
、

次
い
で
「
　
歳
以
上
」
が

７０

　
人
と
な
り
ま
し
た
。

１３　
住
所
別
で
は
、
「
道
内

（
富
良
野
市
以
外
）
」
が
２

６
７
人
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
市
内
」
が
　
人
で

６３

し
た
。

　
利
用
目
的
を
た
ず
ね

た
と
こ
ろ
、
「
通
学
」
が

３
１
１
人
、
次
い
で
「
観

光
」
が
　
人
と
な
り
ま
し

３２

た
。
　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
Ｊ

Ｒ
を
利
用
し
て
い
る
感

想
な
ど
、
利
用
者
の
声
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

路
線
の
見
直
し
に
つ
い

路
線
の
見
直
し
に
つ
い
てて

（
表
２

（
表
２
））

　
昨
年
　
月
　
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海

１１

１８

道
が
報
道
発
表
し
た
「
利
用
者

の
少
な
い
路
線
の
見
直
し
を
含

め
た
検
討
を
し
て
い
る
」
こ
と

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
が
２

８
０
人
、
知
ら
な
い
人
が
　
人
。

６６

「
富
良
野
線
と
根
室
本
線
が
見

直
し
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
」

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
２
３

３
人
、
知
ら
な
い
人
が
　
人
で

７４

し
た
。
ま
た
、「
利
用
し
て
い
る

路
線
が
廃
止
さ
れ
、
バ
ス
転
換

さ
れ
た
場
合
は
ど
う
思
う
か
」

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
困
る
人
が

２
６
３
人
、
困
ら
な
い
人
が
　３２

人
と
な
り
ま
し
た
。

女性

回答者の性別

男性

表１

表２

１９０人
１７０人

３１１人 ６６３８９９１１００１１３３

７７００歳以歳以上上６６００歳歳代代５５００歳歳代代４０歳代３０歳代２０歳代～１０歳代年
　
齢

６３人 ２６２６７７人人 １３１７

海外道外道道内内（（富良野市富良野市以以外）外）市内住
　
所

３１１人 ３３２２人人

通通勤勤買い買い物物仕仕事事通院その他観観光光通学

６ ４４４２２１１

目
　
的

知
ら
な
い

ＪＲ路線の
見直し検討

２８０人  　６６人　

富良野線・根室
線が見直し対象

ＪＲ廃止後にバ
ス転換されたら

知
っ
て
い
る

知
ら
な
い

２３３人 　７４人　

知
っ
て
い
る

困
ら
な
い

２６３人 ３２人　４６人　

困
　
る

分
か
ら
な
い

根室線
（滝川-富良野）

２１５人
１２１人

１８８人

１１月
２月

６月

１,９７２人

８６３人
７５１人

７２３人

２０２人
１０８人
１１月

２月

６月

富
良
野
市
調
査
結
果

（
　
年
２
月
　
日
実
施
）

２９

１０

富
良
野
市
調
査
結
果

（
　
年
６
月
　
日
実
施
）

２９

２９

Ｊ
Ｒ
調
査
結
果

（
　
年
　
月
実
施
）

２７

１１

根室線
（富良野-新得）

富良野線

乗降客数調査結果

（富良野駅）

利
用
者
の
声

回
答
者
の
属
性
・
利
用
者
の

回
答
者
の
属
性
・
利
用
者
の
声声
（
表
１
）

（
表
１
）

・ＪＲの「運行本数」や「運行車両」を増やしてほしい　

・駅の中に「コンビニ」や「エレベーター」を作ってほしい

・使いやすければＪＲでもバスでも良い

速報

J
R
富
良
野
駅
利
用
実
態
調
査

1199 FFuurraannoo 22001177--88

 藻  谷  
も たに

 浩  介 さん（５３歳）
こう すけ

㈱日本総合研究所 主席研究員

山口県生まれ。東大法学部卒業

後、日本政策投資銀行を経て

2012年から現職。「平成の大合

併」前の全国3,200市町村すべて、

海外83カ国を自費で訪問し、地

域特性を多面的に把握。地域振

興や人口成熟問題に関し精力的

に研究、著作、講演を行う。道

内はじめ国内の鉄道全路線に乗

車した「乗り鉄」でもある。著

書に「デフレの正体」「里山資本

主義」（共著）、「観光立国の正体」

（共著）などで知られている。

▲

と　き　　８月２１日鰹月 　午後６時３０分～午後８時３０分▲

ところ　　文化会館▲

講　演　　地域の鉄道の在り方を考える▲

講　師　　藻谷 浩介さん（株式会社日本総合研究所首席研究員）▲

定　員　　先着１５０人▲

参加料　　無料▲

申込み　　８月１６日鰹水 までに電話で申し込みください。　

▲

申込み／問合せ　　企画振興課　拶３９‐２３０４　

乗って守ろう乗って守ろう 根室本線根室本線・・富良野線富良野線

　ＪＲ北海道が「当社単独では維持することが困難な線区」を公表してから

半年以上が経過し、道の有識者会議「鉄道ネットワークワーキングチーム」

が道内の鉄道網の在り方に関する報告書をまとめ、ＪＲ北海道と道内の自治

体との地域協議や協議に向けた話し合いが進んでいます。

　本市では、根室本線・富良野線が通る地域として、通院・通学・通勤など

の住民生活や観光振興、農作物の貨物輸送など地域経済を支える必要不可欠

な社会インフラであることから、根室本線対策協議会やＪＲ富良野線連絡会

議が中心となり、沿線自治体の連携やＪＲ北海道の協力のもと、鉄路の維持・

存続に向けて、利用促進策などについて検討しているところです。

　こうした中、ＪＲ北海道の鉄道事業見直し問題や鉄路存続に向けた地域振

興、観光振興に精通した㈱日本総合研究所主席研究員の藻谷さんをお招きし、

根室本線・富良野線から地域の鉄道の在り方をみなさんと一緒に考える講演

会を開催しますので、ぜひ参加してください。

まちづくりまちづくり講講演会演会

鉄道の在り方をみなさんと考えます

　
主
要
特
産
品

の
玉
葱
や
馬
鈴

薯
を
運
び
、
経

済
・
農
業
を
支

え
る
貨
物
列
車

の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
内
容
　-

　
富
良
野
  
札
幌
間
の
「
貨
物
列
車

（
毎
年
８
月
～
翌
４
月
運
行
）」
の
愛
称

締
め
切
り
　
８
月
　
日
鰹月 

２１

応
募
資
格
　
市
内
小
学
生

応
募
方
法
　

　
市
内
各
小
学
校
で
配
布
し
た
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
締
切

日
ま
で
に
小
学
校
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法
・
選
考
基
準

　
親
し
み
や
す
さ
、
覚
え
や
す
さ
の
観

点
か
ら
富
良
野
市
根
室
本
線
・
富
良
野

線
利
用
推
進
協
議
会
で
選
考
し
、
最
優

秀
作
品
を
列
車
の
愛
称
名
と
し
て
発

表
し
ま
す
。

表
彰
・
賞
品

　
９
月
３
日
鰹日 
開
催
の
「
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
ぶ
ど
う
祭
り
」
で
発
表
、
出
発
式
典

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
最
優
秀
作
品
・

優
秀
作
品
に
は
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

注
意
事
項

　
応
募
回
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
１
枚
の
応
募
用
紙
に
つ
き
愛
称
名

１
点
と
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
（
著
作

権
・
商
標
登
録
・
商
品
化
に
関
す
る
権

利
な
ど
）
は
、
富
良
野
市
根
室
本
線
・

富
良
野
線
利
用
推
進
協
議
会
に
帰
属

し
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
  拶
３
９
‐
２
３
０
４

霞

我

俄

牙

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨
峨

根
室
本
線
臨
時
貨
物
列
車

根
室
本
線
臨
時
貨
物
列
車
のの

愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
愛
称
を
募
集
し
ま
す
！！

根
室
本
線
臨
時
貨
物
列
車
の

　
　
　
愛
称
を
募
集
し
ま
す
！

特特集集 ととななりりままちちでで遊遊ぼぼうう！！特集　となりまちで遊ぼう！ 鉄路編
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昨
年
８
月
、
北
海
道
に
３
度
の
台
風
が
上
陸
し
、
各
地
に
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
陸
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
台
風
　
号
は
南
富
良
野

１０

町
な
ど
で
堤
防
が
決
壊
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
富
良
野
市
に
お
い
て
も
、
８
月
　
日
・
　
日
の
台
風
7
号
の
影
響
で
、
総

１７

１８

雨
量
１
４
８
㎜
の
豪
雨
を
記
録
し
、
各
地
で
床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
が
あ
り
、
富
良
野
西
中
学
校
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と
し
て

開
設
し
、
「
自
主
避
難
」
を
発
令
。
８
月
　
日
か
ら
　
日
の
台
風
　
号
と
９

２０

２３

１１

号
で
は
、
ヌ
ッ
カ
ク
シ
富
良
野
川
、
布
礼
別
川
の
水
位
上
昇
及
び
土
砂
災
害

警
戒
情
報
を
受
け
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
樹
海
小
学
校
を
避
難
所
と
し
て

開
設
し
、
市
内
各
地
に
「
避
難
勧
告
」
「
自
主
避
難
」
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
８
月
　
日
・
　
日
に
は
、
台
風
　
号
の
接
近
に
と
も
な
う
空
知

３０

３１

１０

川
増
水
に
よ
る
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
山
部
中
学
校
を
避
難
所
と

し
て
、
山
部
地
区
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
の
住
民
を
対
象
に
「
避
難
指

示
」
「
避
難
勧
告
」
を
発
令
し
て
い
ま
す
。　
鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０

いざというときのために各自で備えましょう
　災害から命を守るためには、市による災害対策に加え、みなさん一人ひ

とりの災害に対する知識や災害への備えが重要となってきます。防災の基
本は「自助（自分の命は自分で守る）」です。いざというときのために、次
のような準備や避難所生活などにおける心構えを確認しておきましょう。

避難所生活の心構え

　大規模災害が発生した場合は、避難者全員分の

食料をすぐには用意することができない状況も考

えられます。避難所は「難を避ける所」であり、

避難する際は、必要品（食料、飲料水、洗面用具、

着替え、服用薬など）を各自で持参していただく

ようお願いします。さらに、日ごろから持ち出す

ものをリストアップしておくことも、大切な災害

の備えになります。

避難所へのペットの同伴

　避難所にペットを連れて来ることはできますが、

施設内に連れて入ることはできません。他の避難

者の迷惑にならないよう、各自でペットフードの

準備や糞の始末を行うなど、飼い主は責任をもっ

て管理をしてください。

各家庭や個人で備えを

　大規模な災害が発生すると道路が寸断されるな

ど、物資の輸送が困難になることも考えられます。

市が備蓄している物資には限りがあるため、各家

庭で最低３日分以上の食料などを備蓄し、災害に

備えてください（飲料水の目安は１日３リットル

/１人分）。また、日ごろから自分の住んでいる地

域の指定されている避難所の場所や避難所までの

経路を確認してください。

災害情報をお知らせする
　　　「安全・安心メール」に登録を

　災害が発生し、最初に重要となってくるのは情

報収集です。市では、災害が発生し、避難勧告な

どを発令する場合に、「安全・安心メール」により、

みなさんの携帯電話などへ災害情報を配信します

ので、この機会にぜひ登録をお願いします。

登録方法　右記のQRコードまたは、

メールアドレスfurano@req.jpに空メー

ルを送信してください。送信後、案内

メールが自動的に配信されますので、

必要事項を入力し登録してください

（携帯電話で迷惑メール対策をされている方は、ド

メイン名「@city.furano.hokkaido.jp」からのメール

を受け取れるように設定してください）。
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水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
ななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

台
風
・
大
雨
洪
水
な
ど
に
よ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららら
身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
ををををををををををををををををををををを
守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

　
　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
にににににににににににににににににににににに

（写真：台風の大雨より甚大な被害を受けた麓郷街道（写真：台風の大雨より甚大な被害を受けた麓郷街道））

避難所となった山部中学校体育館

QRコード

昨年の災害を教訓に

2211 FFuurraannoo 22001177--88

見
え
て
き
た
課
題

　　
市
で
は
、
今
後
の
防
災
行
政
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

の
台
風
　
号
の
発
生
に
と
も
な

１０

い
実
際
に
避
難
さ
れ
た
山
部
地

域
の
住
民
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

避
難
情
報
な
ど
の
周
知
方
法

　
避
難
指
示
・
避
難
勧
告
を
知
る

手
段
と
し
て
、
「
市
職
員
に
よ
る

自
宅
訪
問
」
「
町
内
会
な
ど
か
ら

の
連
絡
」
「
市
の
広
報
車
に
よ
る

ア
ナ
ウ
ン
ス
」
な
ど
が
大
半
の
意

見
で
し
た
が
、
中
に
は
「
広
報
車

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、

災
害
時
は
多
様
な
方
法
に
よ
る

周
知
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

避
難
に
要
す
る
時
間

　
多
く
の
方
が
避
難
指
示
や
勧

告
を
受
け
て
か
ら
、　
分
以
内
に

４０

避
難
で
き
た
一
方
で
、
一
部
の
方

は
避
難
が
深
夜
の

時
間
帯
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
１

時
間
以
上
要
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　
災
害
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
非

常
時
の
持
ち
出
し
品
な
ど
の
準

課
題
に
対
す
る
市
の
対
応

　　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
、

市
職
員
の
役
割
と
任
務
の
把
握
、

災
害
に
対
す
る
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
や
訓
練
、
み
な
さ
ん
へ
の
防

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
今
後
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て

取
り
組
み
ま
す
。

職
員
体
制
の
構
築
と
連
携
強
化

　
災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
適

正
な
初
動
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
「
災
害
発
生
時
の
職
員
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
と
づ
い
た
訓

練
も
実
施
し
、
防
災
・
減
災
に
努

め
ま
す
。

多
様
な
手
段
で
情
報
を
周
知

　
市
民
に
「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」

の
登
録
を
促
し
、
災
害
発
生
時
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。こ
の
他

に
も
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ

備
や
避
難
訓
練
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

避
難
所
生
活

　
避
難
所
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
「
災
害
の
状
況
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
「
職
員
の
説
明
が
聞
き

取
り
に
く
か
っ
た
」
な
ど
、
情
報

収
集
に
不
便
を
感
じ
た
方
も
多

く
、
市
と
し
て
情
報
提
供
手
段
な

ど
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
料
品
の
不
足
や
「
用

意
さ
れ
た
毛
布
だ
け
で
は
眠
れ

な
い
」
「
高
齢
者
、
乳
幼
児
の
た

め
の
設
備
や
部
屋
が
必
要
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
避
難
所
の
環
境
整

備
や
運
営
方
法
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

各
家
庭
で
の
備
え

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
非
常
用
持

出
品
・
備
蓄
品
の
準
備
を
し
て
い

な
い
方
が
大
半
と
い
う
結
果
で

し
た
が
、
今
回
の
避
難
を
受
け
、

準
備
の
必
要
性
を
感
じ
た
方
も

い
る
こ
と
か
ら
、
日
ご
ろ
の
準
備

を
心
が
け
る
重
要
性
に
つ
い
て
、

改
め
て
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
の

周
知
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送

に
よ
り
避
難
情
報
を
広
く
周
知

し
ま
す
。
ま
た
、
富
良
野
消
防
署

に
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
周
知

強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

　
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
行
い
、
災
害
発

生
時
に
迅
速
な
行
動
が
で
き
る

よ
う
、
防
災
知
識
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
を
対
象
と
し
た
個
別
の
防
災

訓
練
、
出
前
講
座
な
ど
を
行
い
、

防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め

ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
応

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
自

ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

を
円
滑
に
避
難
さ
せ
る
た
め
に
、

避
難
支
援
を
要
す
る
方
の
把
握

に
努
め
、
そ
の
対
象
者
の
名
簿
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
や

自
主
防
災
組
織
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
安
否
確
認
や
避
難
行

動
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

避
難
所
の
環
境
整
備

　
避
難
所
開
設
時
に
は
、
避
難
者

が
情
報
収
集
で
き
る
よ
う
配
慮

し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
の
不
自
由

な
方
や
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る

方
の
た
め
に
、
空
き
教
室
な
ど
を

別
途
用
意
す
る
な
ど
、
状
況
に
応

じ
た
避
難
所
運
営
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
を

　
平
成
　
年
９
月
に
「
富
良
野
市

２６

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、

各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

地
域
で
自
主
防
災
組
織
を

　
　
　
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
、
地
域
住
民
の
連
携

に
よ
り
結
成
さ
れ
る
防
災
組
織

の
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
に
お
互

い
の
身
を
守
る
た
め
の
訓
練
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
自
治
会
な

ど
を
中
心
に
地
域
住
民
が
協
力

し
て
自
発
的
に
組
織
す
る
も
の

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
地
域
ぐ
る
み
で
参
加
で

き
る
組
織
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る

場
合
、
ま
た
は
今
後
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
を
検
討
す
る
場
合

は
、
総
務
課
（
拶
３
９
‐
２
３
０

０
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災害から身を守るために

▲昨年の８月３０日に市役所
に設置された災害対策本部
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 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
臼臼

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!

　第２回ふらの東山エリア
　フォトコンテスト開催決定！
　応募期間　８月３１日まで

締め切り

迫る！

さ
ん
は
季
節
に
応
じ
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
農

家
さ
ん
の
特
色
が
出
て
、

と
て
も
興
味
深
く
、
取
材

を
す
る
の
に
こ
と
欠
き

ま
せ
ん
。
た
だ
、
み
な
さ

ん
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
食
の
「
安
全
」「
安
心
」

や
、
「
食
べ
物
の
大
切
さ
」

を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く

の
雨
降
り
で
、
本
来
の
メ

ニ
ュ
ー
が
で
き
ず
、
周
り

の
大
人
は
や
き
も
き
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は

何
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
発
想
の
柔
ら
か
さ
と
、

そ
れ
を
提
供
で
き
る
環
境

に
感
動
す
る
こ
と
し
き
り

で
す
。

山

エ

リ

ア

に

は

フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

（
農
家
生
活
体
験
）
で
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
学
生
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　
修
学
旅
行
中
の
授
業
の

一
環
で
あ
っ
た
り
、
研
修

旅
行
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ

た
り
、
き
っ
か
け
は
い
ろ

い
ろ
で

す
が
、
東
山
を

知
っ
て
も
ら
え
る
と
て
も

良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　
滞
在
し
て
体
験
す
る
時

間
は
、
ほ
ん
の
数
時
間
で

す
が
、
受
け
入
れ
る
農
家

東

東東 山山

笠原伸笠原 伸介介さんさん

▲ふきの葉の雨傘

進
会
議
主
催
）」
に
、
協
力

隊
員
と
し
て
参
加
し
、
富

良
野
へ
の
移
住
を
P
R
し

て
き
ま
し
た
。
北
海
道
移

住
促
進
協
議
会
事
業
の
一

環
で
す
。
2
日
間
で
　
の
４６

自
治
体
や
企
業
が
出
展
し

ま
し
た
。
市
の
ブ
ー
ス
は

待
ち
時
間
が
で
き
る
ほ
ど

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
富
良

野
の
自
然
の
豊
か
さ
や
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
憧
れ

て
、
移
住
し
た
い
と
強
い

思
い
を
抱
く
人
が
多
く
、

富
良
野
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

感
じ
ま
し
た
。
一
方
で
、

「
仕
事
」
「
子
育
て
」
な
ど
、

移
住
に
踏
み
切
る
ま
で
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
こ
と
も
痛
感
し
ま

し
た
。
富
良
野
に
移
住
す

る
人
が
１
人
で
も
増
え
る

本
番
の
こ
の
時
期
は
、

ラ
ジ
オ
・
フ
ァ
ン
か

ら
、
電
波
を
受
信
し
た
と

い
う
「
受
信
報
告
書
」
が

届
き
ま
す
。
そ
の
返
信
に

「
受
信
確
認
証
（
ベ
リ
カ
ー

ド
）
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
・
フ
ァ
ン
や
観
光

客
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て

も
、
心
地
よ
い
放
送
を
心

が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
日
は
東
京
で

開
催
さ
れ
た
「
本
気
の
移

住
相
談
会
（
N
P
O
法
人

住
ん
で
み
た
い
北
海
道
推

夏

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん

よ
う
に
、
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
を
日
ご
ろ
か
ら
意

識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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紛
失
図
書
の
扱
い
に
つ
い
て
　

（
６
月
　
日
受
付
）

２０

【
意
見
】
数
年
前
と
今
回
と
２
度
ほ
ど

知
人
か
ら
借
り
て
い
た
本
を
紛
失
し

て
、
図
書
館
の
担
当
者
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
紛
失
し
た
本
と
同
じ
本
を

購
入
し
て
返
還
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
当
人
は
高
齢

で
ネ
ッ
ト
の
古
書
検
索
も
で
き
な
い

の
で
、
書
店
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
前

回
は
絶
版
と
言
わ
れ
、
今
回
は
半
年

余
り
前
の
月
刊
誌
で
途
方
に
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
相
談
を
受
け
た

自
分
が
前
回
は
ネ
ッ
ト
の
古
書
通
販

で
購
入
し
、
今
回
は
発
行
元
に
交
渉

し
て
返
還
し
ま
し
た
。

　
紛
失
や
破
損
に
関
し
て
規
則
は
あ

る
と
思
う
が
、
す
べ
て
一
律
の
対
応

で
は
な
く
、
絶
版
や
借
り
て
い
る
履

歴
の
な
い
本
な
ど
は
別
の
解
決
方
法

も
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
月
刊
誌
や

週
刊
誌
は
月
日
が
経
過
し
た
も
の
ほ

ど
現
物
を
返
還
す
る
意
味
が
な
い
と

思
う
。
半
年
前
の
月
刊
誌
を
借
り
る

人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
日
ご
ろ
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
改
善
に
努
め
て
い
る

図
書
館
で
す
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と

に
つ
い
て
も
知
恵
を
絞
っ
て
く
だ
さ

い
。
自
分
は
こ
う
し
た
こ
と
が
影
響

し
、
図
書
館
に
行
き
づ
ら
く
な
る
こ

と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
配
慮

願
い
ま
す
。

《
回
答
》
当
館
の
業
務
手
引
で
、
紛
失

し
た
場
合
は
原
則
と
し
て
同
じ
本
を

購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
絶
版
な
ど
で
入
手
困

難
な
場
合
は
、
同
等
品
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
当
事
者

の
方
か
ら
「
探
し
て
み
る
」
と
い
う

お
返
事
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
も
連
絡
が
取
れ
な
い
状

況
に
な
っ
た
た
め
、
行
き
違
い
が
生

じ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は

よ
り
一
層
わ
か
り
や
す
い
対
応
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
当
館
の
除
籍
基
準
は
、
雑

誌
の
保
存
年
限
を
２
年
と
し
て
い
ま

す
。
雑
誌
は
、
半
年
前
の
も
の
で
も

利
用
が
あ
る
た
め
、
保
存
期
間
内
は

雑
誌
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
扱
い
を

市
民

声声
の

し
て
い
ま
す
。
入
手
困
難
な
場
合
な

ど
は
、
ま
ず
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

鰹問 
図
書
館
　
拶
２
２
‐
３
０
０
５

　教
育
機
関
な
ど
公
共
施
設
の
　

交
通
安
全
に
つ
い
て
　
　
　
　

（
６
月
　
日
受
付
）

２０

【
意
見
】
６
月
の
「
市
民
の
声
」
に
も

交
通
の
話
題
が
出
て
い
ま
し
た
が
、

今
一
度
市
内
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。
特
に
学
校

や
施
設
の
近
く
は
登
下
校
時
は
車
道

の
両
側
に
車
列
が
で
き
て
、
普
通
な

ら
通
れ
る
車
が
待
機
す
る
こ
と
が

時
々
あ
り
ま
す
。

　
特
に
冬
季
は
い
つ
事
故
が
起
き
て

も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
内
で
は
扇
山
小
学
校
が
道
路
で
の

乗
車
・
下
車
を
や
め
て
学
校
敷
地
内

で
行
っ
て
事
故
軽
減
に
成
功
し
て
い

る
例
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。
敷
地
が
狭
い
な
ら
か
な
り

の
場
所
を
占
拠
し
て
い
る
教
師
専
用

駐
車
場
を
他
に
求
め
る
な
ど
方
法
は

あ
る
と
思
う
。

　
ま
た
、
富
良
野
郵
便
局
前
の
道
路

は
駐
車
場
が
空
い
て
い
る
と
き
で
も

駐
停
車
し
て
い
る
の
が
普
通
の
状
態

で
あ
り
、
一
時
取
り
締
ま
り
が
行
わ

れ
た
と
き
は
、
改
善
も
見
ら
れ
た
が
、

現
在
は
取
り
締
ま
り
も
な
い
の
か
元

の
木
阿
弥
で
あ
る
。
交
通
安
全
の
啓

蒙
活
動
な
ど
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で

行
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
場
所
で
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

当
事
者
の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

現
状
を
追
認
し
て
い
た
関
係
者
や
団

体
の
責
任
も
問
わ
れ
る
の
で
は
。

《
回
答
虚
》
児
童
生
徒
送
迎
の
た
め
の

路
上
停
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
通

事
故
の
危
険
性
も
あ
り
、
学
校
と
し

て
も
毎
年
保
護
者
へ
周
知
し
、
学
校

駐
車
場
で
の
待
機
を
促
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
保
護

者
へ
周
知
し
、
徹
底
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

鰹問 
学
校
教
育
課
拶
３
９
‐
２
３
２
０

《
回
答
許
》
富
良
野
郵
便
局
前
の
駐
車

車
両
に
つ
い
て
は
、
警
察
に
よ
る
取

り
締
ま
り
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

事
業
所
に
対
し
、
利
用
者
が
駐
車
す

る
場
合
に
は
付
設
す
る
駐
車
場
を
利

用
し
、
路
上
駐
車
し
な
い
よ
う
に
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
依

頼
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
安
全
の
啓
発
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
レ
ン
タ
カ
ー
が
増
加
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
事
故
が
増
加
す
る

観
光
時
期
の
啓
発
、
飲
酒
運
転
防
止

の
啓
発
な
ど
、
広
く
市
民
に
交
通
安

全
の
啓
発
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
個

別
の
事
案
に
対
し
て
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
郵
便

局
前
に
限
ら
ず
、
市
内
の
駐
車
禁
止

場
所
へ
の
駐
車
に
つ
い
て
は
、
広
報

を
通
じ
て
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
が
あ
っ

た
場
合
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
駐
車

車
両
及
び
事
故
を
起
こ
し
た
車
両
の

責
任
で
あ
り
、
啓
発
を
し
な
い
、
取

り
締
ま
り
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
責
任
は
発
生
い
た
し
ま
せ
ん
。

鰹問 
市
民
協
働
課
拶
３
９
‐
２
３
１
１

　「
市
民
の
声
」
の
扱
い
に
つ
い
て

（
６
月
　
日
受
付
）

２０

【
意
見
】「
市
民
の
声
」
の
対
応
が
少

し
遅
い
の
で
は
。
対
応
が
遅
い
の
で

時
期
や
季
節
に
合
わ
な
い
月
に
広
報

に
掲
載
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
声
な
の
で
、
速
や
か
に

迅
速
に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
回
答
》　
「
市
民
の
声
」
を
通
じ
て
ご

意
見
や
ご
提
言
な
ど
を
お
寄
せ
て
い

た
だ
い
た
方
に
対
し
て
は
、
担
当
課

に
お
い
て
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
に

対
す
る
検
討
や
協
議
な
ど
を
行
い
、

受
け
付
け
し
て
か
ら
お
お
む
ね
２
週

間
程
度
を
目
途
に
速
や
か
に
直
接
、

ま
た
は
文
書
に
よ
り
回
答
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
迅
速
に
対

応
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
の
掲
載
に
つ
い
て
は

原
稿
の
入
稿
期
限
に
間
に
合
わ
な
い

場
合
や
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ
ト
（
構
成
）

す
る
際
に
掲
載
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で

き
な
い
な
ど
、
や
む
を
得
ず
掲
載
時

期
が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鰹問 
企
画
振
興
課
拶
３
９
‐
２
３
０
４

市民の声の提出方法
　市に対する意見や提言を、
郵送、FAX、Ｅメール、意見
箱（市役所ロビー、文化会
館ロビー、保健センター１
階ロビー、図書館、山部・
東山支所設置）で受け付け
ています。

提出先　
　企画振興課広聴広報係
　拶３９‐２３０４　思２３‐２１２１　
　死kikaku‐ka
　　@city.furano.hokkaido.jp
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注目の本！

　レンタル彼氏との全面対決、

災難続きのホームステイ…。

日常のエピソードを 綴 るほか、
つづ

「日本経済新聞」掲載のコラム

を、当時を振り返るコメント

付きで収録。 痔 の発症から手
ぢ

術、入院まで、その戦いを記

した「肛門記」も掲載。

風と共にゆとりぬ
Yutori with the Wind

朝井 リョウ

◆開館時間　

 《火・木曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水・金曜日》　
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》　　
　午前９時～午後５時

◆８月の休館日

　毎週月曜日
　１１日鰹金 ・２５日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

昭和珍道具図鑑 / 魚柄 仁之助

ぐるぐる博物館 / 三浦 しをん

脳を鍛える茂木式マインドフ
ルネス / 茂木 健一郎

児童書 NEW

うさぎの がくそうや 
/ とうもり ゆみ

動く貯金箱 / ブティック社

ゆるゆる深海生物図鑑 
/ そにし けんじ

展示・イベント

【２階多目的ホール】

　おはなし会　　　　　　　８月１２日鰹土 　午前10時30分

　※英語のおはなし会はお休みします

【１階読み聞かせコーナー】

　どんぐりおはなし会　　　８月２３日鰹水 ・３０日鰹水 　午後３時
　　　　　　　　　　       　（２日・９日・１６日はお休みします）

ＢＯＯＫＳ

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）

ふ
ら
の
五
条
大
橋
開
通

　
空
知
川
に
架
か
る
五
条
大
橋
は
、
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
洪
水
の
た

び
に
何
度
も
流
失
し
た
。
昭
和
　
年
８
月
の
大
水
害
で
は
、
木
橋
全
体

３７

が
濁
流
に
消
え
た
。
北
海
道
は
昭
和
　
年
か
ら
　
年
の
３
カ
年
計
画
で
、

３７

３９

永
久
橋
全
長
２
３
６
ｍ
の
新
橋
を
建
設
し
た
。
し
か
し
、　

年
が
経
過

３０

し
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
重
量
制
限
も
行
っ
た
。
ま
た
、
幅
員
も
６
ｍ

と
狭
い
た
め
、
平
成
元
年
か
ら
新
橋
の
建
設
に
着
手
し
た
。

　
平
成
７
年
４
月
４
日
、
総
工
費
約
　
億
円
、
７
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

２４

富
良
野
の
景
観
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
重
厚
な
風
格
の
あ
る
「
ふ
ら
の

五
条
大
橋
」
が
完
成
し
、
開
通
式
が
行
わ
れ
た
。 彊

▲

６
組
３
世
代
夫
婦
ら
市
民
多
数
の
渡

り
初
め

▲

「
ふ
ら
の
五
条
大
橋
」
開
通
式

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

※インターネット予約も利用してください。　
　くわしくはカウンターまで。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

親子リズムサークルで遊んでます親子リズムサークルで遊んでます！！

　
富
良
野
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー「W

A
K
U
D
O
K
IFU
R
A
N
O

」

の
イ
ベ
ン
ト
企
画
「
マ
マ
キ
ュ
ウ
」。
４

カ
月
に
１
度
、
富
良
野
圏
域
で
開
催
し

て
い
ま
す
。　
「
マ
マ
キ
ュ
ウ
」
は
「
 マ
 
・

 マ
 の
ち
ょ
っ
と
 休
 憩
」
の
略
称
で
、
子

・
 

・

育
て
に
忙
し
い
マ
マ
た
ち
が
少
し
の
間
、

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
た
り
、
ラ
ン

チ
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
マ
マ
同
士
で

子
育
て
の
相
談
や
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。

そ
の
間
だ
け
、
子
ど
も
た
ち
は
パ
パ
た

ち
と
一
緒
に
外
遊
び
や
、
も
の
づ
く
り

を
し
て
楽
し
み
ま
す
。
参
加
し
た
マ
マ

は
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
、
子
ど
も
と
離

れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
子
ど
も
の
こ
と

を
愛
お
し
く

感
じ
、
パ
パ

も
普
段
、
見

な
い
子
ど
も

の
表
情
を
見

て
、
愛
お
し

さ
を
感
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
主
催
者
の
フ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン
代
表
の

中
村
 靖
  教
 さ
ん
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

や
す
 の
り

き
っ
か
け
に
、
マ
マ
同
士
の
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
、
日
常
の
子
育

て
の
手
助
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

で
き
る
だ
け
マ
マ
た
ち
の
意
見
や
要
望

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
次
回
の
開
催
は
　
月
を
予
定
し
て
い

１０

ま
す
。
く
わ
し
く
は
9
月
　
日
発
行
予

１３

定
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「W

A
K
U
D
O
K
I

FU
R
A
N
O

」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
は
、
発
行
日
に
北
海
道
新
聞

の
朝
刊
折
り
込
み
や
飲
食
店
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

WWWWWWWWWWW
AAAAAAAAAAA
KKKKKKKKKKK
UUUUUUUUUUU
DDDDDDDDDDD
OOOOOOOOOOO
KKKKKKKKKKK
IIIIIIIIIII
FFFFFFFFFFF
UUUUUUUUUUU
RRRRRRRRRRR
AAAAAAAAAAA
NNNNNNNNNNN
OOOOOOOOOOO

ママママママママママ
ママママママママママ
キキキキキキキキキキ
ュュュュュュュュュュ

マ
マ
キ
ュ
ウウウウウウウウウウウ

左か左からら

菊 菊地地 万流  万  流 さんさん    (５歳) 西鳥(５歳)　西鳥沼沼

まま るる

渡邊莉望 渡邊  莉  望 さんさん    ((７カ月７カ月) 新光町)　新光町

りり のの

ずっと仲良くしようずっと仲良くしようねね竃竃

左か左からら

 草間 草  間  
くさくさ まま

丈 丈 
たけたけ

耀 耀 さんさん    (２歳)(２歳)　扇町扇町

るる

角瀬  角  瀬 
かくかく せせ

順哉  順  哉 さんさん    ((３歳３歳))　南麻町南麻町　

じゅんじゅん やや

《問合せ》　

 フラノデザイン

 （中村さん）　拶０９０‐６６９３‐７６６９
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ズームアップ

まちのできごと

▼また一緒に遊ぼうね
ふれあいの集い　７月１２日鰹水 

齢者の孤独感の解消や、介護予防を目的に、

富良野市社会福祉協議会では７５歳以上の１人

暮らしの高齢者を対象に、ふれあいの集いを年４

回開催しています。２回目の今回は市内小学校４

校で開催。富良野市立東小学校では、４年生の子

どもたちと高齢者が、民生・児童委員やふまねっ

とふらのにサポートされながら、ふまねっと運動

を体験したり、給食を食べたり楽しく過ごしました。

高

▼山部を元気に！助っ人投入
「地域おこし企業人交流プログラムによる研修派
遣に関する協定」調印式　７月７日鰹金 

務省の「地域おこし企業人交流プログラム」

制度を活用し、山部地域を活性化させようと、

(株)リンクバルと富良野市が「地域おこし企業人

交流プログラムによる研修派遣に関する協定」に

調印。３月末まで山部地区総合振興協議会（吉中

文也会長・写真右）がリンクバルのスタッフ星昌

宏さん（左）の派遣を受け、太陽の里の活性化や、イ

ベント開催による交流人口の増加をめざします。

総

▼真夏日の東山夏祭り大盛況
東山地域ふるさと祭＆ＪＡ農業祭　７月８日鰹土 

山の夏の風物詩、東山地域ふるさと祭＆ＪＡ

農業祭がＪＡふらの東山支所青果施設特設会

場で開催され、多くの来場者でにぎわいました。

特設舞台前では、初めて祭りに参加した富良野市

立樹海小学校鼓笛隊をはじめ、ＪＡ女性部の輝気

-KAGAYAKI-太鼓の演奏や、東山保育所園児がお

祭りマンボのお遊戯を披露し、３０℃を超える暑さ

の中、訪れた住民たちを楽しませていました。

東

▼富良野盆地で健脚競う
第３７回ふらのへそマラソン　７月２３日鰹日 

海へそ祭り協賛事業のふらのへそマラソンが

ワイン工場駐車場を発着点に開催され、市内

をはじめ、全道、全国から３３８人のランナーが、ワ

インロードコースを 爽 やかに疾走しました。号砲
さわ

とともに一斉に飛び出した選手たちは、コース途

中のアップ・ダウンで疲れがピークに達していま

したが、沿道の声援を受けながら、最後まで健脚

を競い合いながらゴールをめざしていました。

北
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ズームアップ

まちのできごと

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼ タイヤの空気圧は大丈夫？
自転車の無料整備点検　７月１２日鰹水 

の交通安全運動期間に合わせて、富良野交通

安全協会が市内自転車店の協力により、エー

コープ朝日店駐車場で、自転車の整備点検を実施

し、多くの市民が愛車のブレーキや空気圧などの

点検を受けました。持ち込まれた自転車の中には、

「ベル」や「反射材」などが付いていない自転車も

あり、交通安全指導員などが、自転車の定期的な

点検と安全運転を呼びかけました。

▼ サイクリングを楽しもう
第８回グレートアース富良野ライド　６月２５日鰹日 

年に引き続き、雨天での開催となったグレー

トアース富良野ライド。約６００人が自慢のロー

ドバイクで富良野盆地を駆け抜けました。参加者

はそれぞれの体力に応じて、約50kmから130kmま

での３つのコースに分かれてスポーツセンターを

スタート。途中、エイドと呼ばれる休憩所で富良

野チーズやミニトマトなどの地場産品で空腹を満

たしながら、サイクリングを楽しみました。

昨

▼優しく手を差し伸べよう
第６７回社会を明るくする運動啓発集会　７月６日鰹木 

年で６７回目を迎えた社会を明るくする運動の

啓発集会が、フラノマルシェ２タマリーバで

開催され、保護司会や更生保護女性会などの関係

団体や市民など約１００人が参加しました。集会で能

登市長は「非行や罪を犯した人たちに、支援の輪

を広げましょう」とあいさつし、さまざまな人た

ちが行っている更生保護活動を紹介したＤＶＤを

鑑賞して、社明運動の活動を啓発しました。

今

▼山部の夏も負けてない！
やまべふれあいまつり　７月１５日鰹土 ・１６日鰹日 

部の夏のイベント、やまべふれあいまつりが、

山部中央公園で２日間に渡り開催され、多く

の住民が楽しみました。前夜祭は豪華景品が当た

るビアフェスタで住民同士が交流し、威勢良く打

ち上げ花火が空高く舞い上がりました。２日目は

紅白餅まきやスイカの早食い競争、魚のつかみ取

りなどが行われ、駅前ではかき氷やくじ引きなど

の露店も出店し、親子連れなどでにぎわいました。

山

夏
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ねんきん相談は「事前予約制」です
　月１回行っている「ねんきん相談」は、相談者の増加

による待ち時間の短縮や相談業務の充実を図るため「事

前予約制」です。予約方法は、市民年金係や各支所にあ

る相談予約票による申し込み、または年金手帳（基礎年

金番号がわかるもの）をお手元に置き、旭川年金事務所

お客様相談室（拶０１６６‐７２‐５００４）に申し込みをしてく

ださい。予約をしていない方は、当日来られても相談で

きません。相談を受ける場合は、必ず予約をお願いします。

※相談日から１週間以内の予約は直接旭川年金事務所へ

お願いします。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２７年８月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

２０歳は国民年金に加入する年齢です
　年金は、お年寄りのためのものと考えがちですが、実は

若いみなさんにも無縁ではありません。年金は、自分の老

後のためだけではなく、自分の親などの老後をみんなで支

え合うことを目的に作られた制度です。また、一家の働き

手が亡くなったときや、思わぬ病気やけがで障がいが残っ

たときにも遺族年金や障害年金が支給されます。加入の手

続きをしなかったり、加入しても保険料を未納にしている

と、将来年金が受け取れなくなる場合があります。忘れず

に加入して保険料を納めましょう。学生や低所得などの理

由で保険料を納められない方には、免除制度もあります。

年金請求書の手続き漏れはありませんか
　老齢基礎年金を受け取るために必要な期間（受給資格期

間）が「２５年」から「１０年」に短縮されることになりまし

た。日本年金機構では、これまでに対象となる方に黄色の

封筒（Ａ４サイズ）をお届けしています。制度の開始は、

平成２９年８月１日（最も早い年金のお支払いは平成２９年１０

月から）です。まだ、請求の手続きをされていない方は、

市役所２番窓口、またはねんきんダイヤルで予約し、年金

事務所で手続きを行ってください。

　食中毒は、病原微生物（細菌、ウイルス、寄生

虫）や、それらが産生する有毒・有害な物質、自

然毒などが含まれた食品をヒトが食べることに

よって起こる胃腸炎・神経障害などの中毒症の総

称です。今回は、夏に多く発症する細菌性食中毒

を取り上げます。

　細菌性食中毒の発症 機  序 は、生体外毒素産生型
き じょ

（黄色ブドウ球菌など、潜伏期が１時間から６時間

と短い）と感染型（カンピロバクター、サルモネ

ラ、エルシニア、腸管出血性大腸菌など）に分け

られます。原因として最多はカンピロバクターで

潜伏期は２日から７日間。国産鶏肉の約６０％はこ

の菌に汚染されており、生食あるいは加熱不十分

で鶏肉を摂取することが主な原因です。サルモネ

ラの潜伏期は６時間から７２時間で、激し

い腹痛、下痢、発熱、 嘔  吐 を来し、多数
おう と

例の発症や死亡者が出ることがありま

す。原因食品は鶏卵が多く、肉やペット

も感染源となります。エルシニアの潜伏

期は３日から７日間で、豚肉やイヌ・ネ

コなどとの接触、自然水などが感染源となります。

腸管出血性大腸菌は潜伏期が４日から８日間、溶

血性尿毒症症候群をともなうと非常に危険です。

平成２３年にドイツで発生した集団感染では３,８１６ 

人が 罹  患 し、８４５人が溶血性尿毒症症候群を併発、
り かん

５４人が死亡しました。牛肉、未殺菌乳、野菜など

が感染源となります。

　細菌性食中毒の発症前の状況をよく聞くと、１

週間以内に焼肉をしていた場合が多いです。細菌

性食中毒予防の三原則は以下のとおりです。

虚細菌をつけない　　（清潔・洗浄）

許細菌を増やさない（迅速・冷却)

距細菌をやっつける（加熱・殺菌）

　焼肉をする際は、

虚焼く箸と食べる箸は別ですか。生肉に付いてい

　た野菜を加熱せずに食べていませんか

許食べる直前まで肉を冷蔵庫に入れていましたか

距きちんと加熱しましたか

　これらを守って、細菌性食中毒を防ぎましょう。

細菌性食中毒

今月のテーマは

こんにちは

医師会 角谷です！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所に置いてあ

ります。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　　

拶３９‐１１６６

 　月～金曜日　 　      
午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌８段飾りお雛８段飾りお雛様様捌捌鏡台鏡台捌捌エレクトーンエレクトーン捌捌五月人形五月人形　

捌捌富良野高制服男子（１８０Ａ）、ワイシャツ長袖、半袖（１８０Ａ富良野高制服男子（１８０Ａ）、ワイシャツ長袖、半袖（１８０Ａ））

捌捌電子レン電子レンジジ捌捌マッサージチェマッサージチェアア捌捌観葉植物（ゴムの木など観葉植物（ゴムの木など））

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌ベビーカベビーカーー捌捌富良野高制服男子（Ｌ富良野高制服男子（Ｌ））捌捌ベビーベッドベビーベッド

捌捌ベビーバベビーバスス捌捌ベビーラッベビーラックク捌捌ベビー用バウンサベビー用バウンサーー

捌捌子ども用紙おむ子ども用紙おむつつ捌捌FF式FF式ストーブストーブ

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

枝草類を出すときの注意点

　枝を出すときは、長さ１
ｍ・直径３０ｃｍ以内にまと
めてビニールのひもは使用
せず、荒縄や麻ひもで縛っ
て出してください。
　草類は、無色透明の袋に
入れて出すことになってい
ますが、その中に家の周り
を掃いたようなごみ、また
はビニール、砂利、土など
が混ざって入っていること
があります。これらが混
ざっていると堆肥を作るときの支障になります
ので、きちんと分別して、砂利や土などについ
ては透明の袋に入れて、灰の日に出してくださ
い。
　また、草の袋は回収作業をするときに運搬が
大変になるため、入れすぎないようにお願いし
ます。１袋４５Ｌの無色透明な袋で２０㎏以内で出
してください。

生ごみを出すときの注意点

　搬入した生ごみから金属類が見つかりまし

た。 このような異物は処理設備の重大な事故に

つながるばかりではなく、施設の運転管理にお

いて非常に危険です。また、ビニール類、割り

ばし、茶わんなどの不適物の混入もありました。

生ごみ排出の分別を徹底してください。

蛍光管・電球は回収協力店へ

　蛍光管・電球は、資源回収ステーション及び
ビンポストには出せません（割れたものを含む）。
市内の回収協力店で受け取ってもらえますが、
できるだけ買い替えのときに持参するようにし
てください。

1m以内

　
　
以
内

３０
cm

透明袋
　↓

　インターネット上では、家にある不用品、洋服、

手作り品など個人でも簡単に売買できるサイト

があります。最近ではスマートフォン専用のフ

リマアプリ（個人間売買）が人気です。

◆取引システム

　売り主への代金支払いは、主にアプリ会社が

売り主と買い主の決済を仲介するシステム（エ

スクローサービス）です。一般的には売り主か

ら買い主に注文どおりの商品が届き、買い主が

売り主の評価や受け取り手続きを終了した後、

アプリ会社が買い主からの預かり金を売り主に

払い出す流れです。商品未着の場合、買い主は

アプリ会社から代金を取り戻すことができ、届

いた商品が注文したものと違う場合は、アプリ

会社に売り主への払い出しを、一旦保留にして

もらうことが可能です。

◆どんなトラブルがあるか

　買い主の場合は「不良品が届いた」「写真と

違う」「売り主が返品に応じない」などがあり

ます。一方売り主の場合は「不良品が届いたと

言われた」「買い主が評価をしてくれないのでお

金が振り込まれない」などがあります。

※個人間の取引なのでトラブルが発生したとき

　は、基本的には取引当事者間の話し合いで解

　決することになります。利用規約を十分に確

　認してから、利用しましょう。

今月の豆知識は

スマホでフリーマーケット
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

児
童
扶
養
手
当
  　
　

　
現
況
届
の
提
出
を

    児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
方
（
支
給
停
止
者
も
含
む
）

は
、
８
月
に
「
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

該
当
者
に
は
関
係
書
類
を
７
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
期
間
内
に
提
出
が
な

い
場
合
は
、
８
月
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で

３１

※
８
月
３
日
鰹木 
か
ら
　
日
鰹木 
ま

１０

で
は
、
土
日
祝
日
を
除
き
午
後

６
時
　
分
ま
で
受
け
付
け
し
て

３０

い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
な
ど
で

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
　
児
童
扶
養
手
当
現

況
届
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平

成
　
年
１
月
２
日
以
降
に
富
良

２９
野
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住

地
の
所
得
証
明
書
）

持
ち
物
　
印
鑑

提
出
先
　
こ
ど
も
未
来
課
（
図

書
館
３
階
）

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
受
給
者
の
方
へ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
前
年
の
所
得
や

異
動
状
況
を
確
認
す
る
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
本
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
ら
れ
る
資
格
の
有
無
を
審
査

す
る
も
の
で
、
対
象
者
に
は
事

前
に
提
出
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
や
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

８
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間
　
８
月
　
日
鰹月 
～
　

１４

３１

日
鰹木 
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

鰹問 
福
祉
課
　拶

３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
入
校
前

３０

適
性
相
談

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の
障

ごみＱ＆Ａ

８月号

Ｑ．自動車やバイクのバッ
テリーは何ごみ？

Ａ．バッテリーは処理困難物
になり、市では収集できませ
ん。販売店、または取扱店に
相談してください。

Ｑ．お店（事業所）から出
る電気製品は市のごみ収集
に申し込みできますか？

Ａ．申し込みはできません。
産業廃棄物になりますので、
許可業者に収集・処分を依頼
してください。

Ｑ．金具付きのハンドバッ
グは、固形燃料ごみ？

Ａ．布・革・ビニール製のバッ
グは、できるだけ金属部分を
外して固形燃料ごみで出して
ください。外した金属は金属
ごみで出してください。

ありがとうございます

北海道大衆音楽協会
会長 中村 誠二さん
　　　　　　　　金５万円

寄 付

が
い
者
（
応
募
希
望
者
）
の
入

校
前
適
性
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
　

　
平
成
　
年
３
月
２
日
鰹金 
ま
で

３０

※
く
わ
し
く
は
開
発
校
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
　

拶
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

思
０
１
２
５
‐
５
２
‐
９
１
７
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

金
山
ダ
ム
流
木
無
料
配
布

　
金
山
ダ
ム
に
流
れ
着
い
た
木

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
や
燃
料
な
ど
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
流
木
の

長
さ
、
太
さ
は
揃
っ
て
い
ま
せ

ん
。
切
断
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

各
自
で
安
全
に
注
意
し
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
（
配
布
時
の
事
故

に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹木 
～
９
月

２４

　
日
鰹月 
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

２５　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
流
木
が
無
く
な
り
次
第
終
了

と
こ
ろ
　
金
山
ダ
ム
艇
庫
流
木

保
管
場
所
（
南
富
良
野
町
東
鹿

越
）

※
保
管
場
所
は
施
錠
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
管
理
支
所
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹水 
ま
で

２３

鰹問 
金
山
ダ
ム
管
理
支
所
管
理
係

拶
５
４
‐
２
１
３
１
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

戦
没
者
追
悼
法
要
の
  

ご
案
内

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

２０

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
興
仁
寺
（
幸
町
　
番
１１

１
号
）

対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
族
の
方

鰹問 
富
良
野
遺
族
会
事
務
局

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

献
血
に
ご
協
力
を
！

　
次
の
日
程
で
、
移
動
献
血
車

「
ひ
ま
わ
り
号
｣
が
巡
回
し
ま

す
。
血
液
は
保
存
期
間
が
非
常

に
短
く
（
赤
血
球
製
剤
で
　
日
２１

間
）、
大
変
不
足
し
て
い
ま
す
の

で
、
献
血
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
輸
血
副
作
用
軽
減
の
た

め
に
４
０
０
　
献
血
に
も
ご
協

ml

力
く
だ
さ
い
。

鰹問 
保
健
医
療
課
 

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
消
防
連
合
演
習

と
　
き
　
９
月
１
日
鰹金 

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
富
良
野
市
立
麓
郷
小

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
　
容
　

鞄
分
列
行
進
　
午
後
１
時

鞄
開
会
式
　
　
午
後
１
時
　
分
１０

鞄
模
擬
火
災
訓
練

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
４５

※
約
　
分
程
度
「
富
良
野
市
立

３０

麓
郷
小
中
学
校
」
を
火
点
と
す

る
模
擬
火
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
火
災
と
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
模
擬
火
災
訓
練
場
所
　

・
富
良
野
市
立
麓
郷
小
中
学
校

・
富
良
野
市
字
麓
郷
市
街
地

鞄
富
良
野
化
学
・
山
部
水
槽
展

示
説
明
　
　
　
午
後
２
時
　
分
１５

鞄
小
隊
訓
練
　
午
後
２
時
　
分
３０

鞄
消
防
操
法
応
用
訓
練
　

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時

鞄
閉
会
式
　
　
　
　
午
後
４
時

鰹問 
富
良
野
消
防
署
 

　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

出
ベ
ソ
花
を
　
　
　

　
　
つ
み
取
ろ
う
！

　
特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
の
結
実
前
の
花
を
つ
み

取
っ
て
、
勢
力
が
広
が
る
の
を

防
ぎ
「
富
良
野
盆
地
の
原
風
景
」

鳥
沼
公
園
の
景
観
を
保
全
す
る

活
動
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
8
月
　
日
鰹土 
　

２６

　
　
　
　
午
前
９
時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
鳥
沼
公
園
・
ハ
ン
ノ

キ
の
林
（
公
園
駐
車
場
集
合
）

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

と
長
靴

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

ところと　き

ツルハドラッグ富良野弥生店駐車場１０：００～１３：００
１４：００～１６：００

8/２７鰹日 

旭川信金富良野支店前道路
ふらのフォーレスト店駐車場
富良野協会病院駐車場

１０：００～１１：００
１１：１０～１３：００
１４：３０～１６：００

8/２８鰹月 

富良野市役所駐車場１０：００～１３：００
１４：００～１６：００

8/２９鰹火 

コープさっぽろ富良野店駐車場

ふらの農協本所駐車場

１０：００～１１：３０
１２：３０～１４：１５
１４：３０～１６：００

8/３０鰹水 

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

拶
４
２
‐
2
4
0
7

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
０
１
７
ワ
イ
ン
会
　
　

「
ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
会
」

　
収
穫
を
迎
え
る
ぶ
ど
う
畑
を

職
員
が
ご
案
内
。
散
策
後
は
富

良
野
食
材
で
作
っ
た
こ
だ
わ
り

の
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
と
冷
や
し

た
白
ワ
イ
ン
や
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
を

楽
し
み
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

１９

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

と
こ
ろ
　
ワ
イ
ン
工
場
ぶ
ど
う

畑
（
清
水
山
）

富良野市制五十年史富良野市制五十年史をを
販売していま販売していますす
　

富良野市誕生から５０年の歩みをつづっ

た「富良野市制五十年史」を販売してい

ます。これまで刻まれてきた歴史を五十

年史で振り返ってみませんか。

料　金　3,000円（税込）

販売所　市役所企画振興課（２階）

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

※
集
合
は
ワ
イ
ン
工
場

参
加
料
　
３
０
０
０
円

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

１４

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・

・

・

・

・

・

・

・

・

看
護
専
門
学
校
 　
　

　
　
　
　
『
学
校
祭
』

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

１９

午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

と
こ
ろ
　
看
護
専
門
学
校

内
　
容
　
看
護
体
験
・
お
茶
会
・

模
擬
店
・
縁
日
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

鰹問 
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

【献血の日程】
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
か
な
ら
の
催
し

●
 恒
 

つ
ね

 枝
  直
  豆
 　
初
窯
展

き
 
な
お
 と

と
　
き
　
８
月
３
日
鰹木 
～
９
日
鰹水 

　
午
前
　
時
　
分
～
午
後
５
時

１０

３０

※
８
月
７
日
鰹月 
は
定
休
日

入
場
料
　
無
料

●
講
演
会
「
ド
イ
ツ
国
際
平
和

村
っ
て
し
っ
て
る
？
」

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹金 

１１

　
　
　
　
午
後
１
時

入
場
料
　
無
料

講
　
師
　
矢
倉
 幸
久
さ
ん
（
整

形
外
科
医
）

●
津
軽
三
味
線
日
本
一
に
輝
い

た
実
力
派
「
菅
野
優
斗
ラ
イ
ブ
」

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

１３

　
午
後
２
時
（
１
時
間
前
開
場
）

入
場
料
　
前
売
り
１
２
０
０
円

　
　
　
　
当
日
１
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
無
料

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

鰹問 
喫
茶
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

拶
２
３
‐
２
１
３
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
吹
奏
楽
団
　
  

 サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

２７

　
　
　
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

ア
ト
リ
ウ
ム
「
タ
マ
リ
ー
バ
」

曲
　
目
　
『
美
女
と
野
獣
』、
『
ま

つ
り
』、
『
オ
ブ
ラ
デ
ィ
 オ
ブ
ラ

ダ
』
ほ
か

入
場
料
　
無
料

鰹問 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み
ち

拶
２
３
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

講
演
会
「
輝
く
人
に
な
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
」

　
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン

初
代
日
本
支
社
長
と
し
て
顧
客

満
足
度
日
本
一
に
導
い
た
高
野

登
さ
ん
が
、
輝
く
人
に
な
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
講
演
し

ま
す
。
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

２６

午
後
１
時
　
分
（
　
分
前
開
場
）

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

入
場
料
　
無
料
（
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）

講
　
師
　
高
野
 登
さ
ん
（
ザ
・

リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

元
日
本
支
社
長
）

申
込
み
　
会
社
・
学
校
名
、
名

前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
メ
ー
ル
（
死e

v
e
n
t@
o

h
a
n
a
-jp
.c
o
m
)

で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
明
光
義
塾
富
良
野
教
室

拶
２
３
‐
２
６
８
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ラ
ノ
ま
ち
フ
ェ
ス
  

     「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」

　
「
富
良
野
に
新
し
い
フ
ェ
ス

イ
ベ
ン
ト
を
」「
若
者
が
富
良
野

に
居
る
理
由
を
つ
く
ろ
う
」
と

い
う
想
い
で
有
志
が
中
心
と
な

り
、
手
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に

い
ち
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上

げ
ま
す
。
芝
生
の
上
で
の
ん
び

り
、
音
楽
や
お
い
し
い
食
べ
物

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

２０

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
８
時

１０

と
こ
ろ
　
ワ
イ
ン
工
場
清
水
山

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
（
ラ
ベ
ン

ダ
ー
畑
前
特
設
会
場
）

内
　
容
　
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
、

ダ
ン
ス
、
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
市
内
外
か
ら
の
飲

食
店
の
出
店
な
ど

入
場
料
　
無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
飲
食
物
の
購
入
は
有
料
）

※
雨
天
決
行

鰹問 tw
ilig
h

  
    
 t

 実
行
委
員
会

拶
７
７
‐
４
３
６
５

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
ふ
ら
の
演
劇
祭
　

１５
市
民
創
作
劇
参
加
者
募
集

　
年
齢
も
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
な

み
ん
な
で
、
一
つ
の
演
劇
作
品

を
作
り
ま
す
。
演
劇
工
場
の
舞

台
で
大
い
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
役
者
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
浴
び
た
い
方
、
音
響
や

照
明
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
舞
台
を

支
え
た
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

公
演
日
　
　
月
９
日
鰹月 
（
祝
日
）

１０

　
　
　
　
時
間
未
定

と
こ
ろ
　
富
良
野
演
劇
工
場
 

稽
　
古
　
８
月
は
不
定
期
、
９

月
か
ら
は
随
時
 

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹日 
ま
で
に

２０

演
劇
工
場
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

鰹問 
富
良
野
演
劇
工
場

　
　
　
　
拶
３
９
‐
０
３
３
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

消
費
者
協
会
主
催
　
　
　

施
設
見
学
会
参
加
者
募
集

　
旭
川
市
内
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
や
北
海
道
新
聞
旭
川
工
場
を

見
学
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹水 

２３

　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
４
時

集
　
合
　
女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
昼
食

代
、
保
険
料
）

定
　
員
　
先
着
　
人
３５

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

１７

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
消
費
者
協
会

拶
３
９
‐
１
１
６
６

北方領土返還要求
署名にご協力を！

　市役所本庁舎１階ロビーに「北
方領土返還要求署名コーナー」を
８月３１日まで設置しますので、ご
協力をお願いします。

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

3333 FFuurraannoo 22001177--88

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議

表
彰
の
候
補
者
募
集

　
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
中
で
、

環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
や
団
体
の
情
報
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

２５

募
集
内
容

【
環
境
美
化
活
動
部
門
】

　
地
域
の
ご
み
拾
い
や
空
き
地

の
除
草
、
落
書
き
消
し
な
ど
の

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
ま
た
は
団
体

【
緑
化
推
進
活
動
部
門
】

　
市
内
で
植
樹
や
植
栽
な
ど
の

緑
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
ま
た
は
団
体

【
環
境
保
全
活
動
部
門
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ご
み
の
減
量

な
ど
の
環
境
保
全
に
関
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
ま

応
募
先
　
環
境
課

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務

局
（
環
境
課
）

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り

　
　
　
出
店
者
募
集

と
　
き
　
９
月
３
日
鰹日 
　

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

　
　
　
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
駅
前
公
園
（
Ｊ
Ｒ
富

良
野
駅
横
）
及
び
駅
横
駐
車
場

出
店
条
件

虚
市
内
に
事
務
所
を
置
き
、
事

業
を
展
開
し
て
い
る
事
業
者
で

あ
る
こ
と

許
飲
食
物
の
出
店
者
は
、
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
ま
た
は
ぶ
ど
う
果
汁

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
１
品
、

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
と
合
わ
せ
て
食

べ
る
料
理
を
１
品
の
合
計
２
品

以
上
を
提
供
す
る
こ
と
。
ワ
イ

た
は
団
体

応
募
方
法
　

　
環
境
課
に
あ
る
「
表
彰
候
補

者
推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
薦
の
み
の
募
集
に
な

り
ま
す
。

※
表
彰
候
補
者
の
中
か
ら
審

査
・
選
考
を
行
い
、
ふ
ら
の
環

境
展
２
０
１
７
（
９
月
　
～
　

１４

１６

日
開
催
予
定
）
に
て
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務

局
（
環
境
課
）

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

　
富
良
野
の
豊
か
な
自
然
に
ふ

れ
、
感
じ
た
こ
と
や
調
べ
た
こ

と
、
ま
た
、
自
然
保
護
、
省
エ

ネ
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
作
品
や
レ
ポ
ー
ト
に

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
　
小
中
学
生
の
部
、

一
般
の
部

募
集
内
容
　
レ
ポ
ー
ト
部
門
・

作
品
部
門
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

募
集
期
間
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で

３１

表
　
彰
　
ふ
ら
の
環
境
展
２
０

１
７
（
９
月
　
～
　
日
開
催
予

１４

１６

定
）
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

ン
ぶ
ど
う
祭
り
に
合
っ
た
も
の

を
出
品
す
る
こ
と

距
出
店
者
会
議
（
８
月
　
日
鰹金 
）

１８

に
参
加
で
き
る
こ
と

鋸
会
場
の
設
営
・
後
片
付
け
は

出
店
者
が
行
う
こ
と

※
出
店
状
況
に
よ
り
希
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で

１４

鰹問 
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
） 
拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

青
少
年
表
彰
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

【
個
人
】

　
お
お
む
ね
　
歳
ま
で
の
（
昭

３０

和
　
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

６２
れ
た
方
）
青
少
年
で
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
活
動
を
３
年
以
上

実
践
し
て
い
る
方

虚
日
常
生
活
に
お
い
て
責
任
、

勤
勉
、
ま
た
は
奉
仕
な
ど
の
徳

性
を
も
っ
て
活
動
し
、
明
る
い

地
域
社
会
の
公
益
向
上
に
貢
献

し
た
方

許
公
共
の
福
祉
増
進
の
た
め
の

行
為
や
努
力
を
し
た
方

距
職
場
で
創
造
性
や
協
調
性
を

発
揮
し
、
職
業
人
と
し
て
生
産

性
の
向
上
や
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
、
職
場
に
貢
献
し
た
方

鋸
地
場
産
業
の
振
興
に
貢
献
し

た
方
 

漁
青
少
年
団
体
の
指
導
ま
た
は

育
成
に
貢
献
し
た
方

【
団
体
】

　
文
化
、
教
養
、
体
育
ま
た
は

奉
仕
活
動
を
目
的
と
し
て
、
お

お
む
ね
　
歳
ま

３０

で
の
青
少
年
で

組
織
さ
れ
て
い

る
団
体
で
、
堅

実
な
活
動
を
常

時
、
ま
た
は
定

期
的
に
３
年
以

上
継
続
し
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
成
果
が
著
し
く
、
他

の
青
少
年
団
体
の
模
範
と
な
る

団
体

※
該
当
す
る
方
で
も
、
富
良
野

市
表
彰
基
準
取
扱
規
程
第
３
条

に
該
当
す
る
場
合
（
市
税
の
滞

納
が
あ
る
、
刑
を
受
け
て
い
る

な
ど
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

推
薦
方
法

　
文
化
会
館
、
山
部
・
東
山
支

所
に
あ
る
推
薦
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
へ
直

接
提
出
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
推
薦
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

２５

鰹問 
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

九
州
北
部
地
方
の
　
　

大
雨
災
害
義
援
金
募
集

　
７
月
５
日
よ
り
九
州
北
部
地

方
に
お
け
る
大
雨
災
害
で
被
災

し
た
方
を
支
援
す
る
た
め
、
義

援
金
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で

３１

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替

（手
数
料
免
除
）

【加
入
者
名
】　
日
赤
平
成
　
年
２９

７
月
大
雨
災
害
義
援
金

【口
座
番
号
】　
０
０
１
９
０
‐

２
‐
６
９
６
８
４
２

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い
の

場
合
、
振
替
手
数
料
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
免
税
受
領
証
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
通
信
欄
に
そ
の
旨
を
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地

区

（福
祉
課
）
の
窓
口

鰹問 
福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
1
1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

O
A
事
務
科
　
　
　

　
　
　
受
講
生
募
集

対
　
象
　
技
能
と
技
術
を
身
に

つ
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者
（
公
共
職
業
安
定
所
長

の
受
講
指
示
・
受
講
推
薦
ま
た

は
支
援
指
示
が
受
け
ら
れ
る

方
）。

期
　
間
　

　
９
月
　
日
鰹水 
～
　
月
　
日
鰹火 

２７

１２

１９

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
５０

と
こ
ろ
　
富
良
野
地
域
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
９
５
０
０
円
程
度
が
必
要

で
す
）

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で

２４

鰹問 
富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
２
６
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

内
海
聡
さ
ん
の
　
　
　

夏
期
講
習
受
講
生
募
集

　
N
P
O
法
人
薬
害
研
究
セ
ン

タ
ー
の
理
事
も
務
め
て
い
る

「
う
つ
み
ん
」
こ
と
内
海
聡
さ
ん

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

演
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹火 

２２

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
6
時

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

入
場
料
　
６
０
０
０
円
（
中
学

生
以
下
無
料
）

※
お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
場
所

を
準
備
し
て
い
ま
す

定
　
員
　
先
着
1
0
0
人

申
込
み
　
事
前
に
メ
ー
ル
（
死

m
o
v
e
4
a
llk
id
s
@
g
m
a
il.c
o
m

）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
子
ど
も
達
の
集
い
（
遠
藤
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
５
９
５
１
‐
３
１
０
６

 試
　
験

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

排
水
設
備
工
事
　
　

　
責
任
技
術
者
試
験

　
市
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
導
入

し
、
全
道
統
一
試
験
を
行
い
ま

す
。
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方

は
、受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

名
　
称
　
平
成
　
年
度
北
海
道

２９

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験試
験
日
　
　
月
　
日
鰹火 
（
北
見
・

１０

２４

函
館
）、　

月
　
日
鰹水 
（
釧
路
・

１０

２５

室
蘭
・
旭
川
）、　

月
　
日
鰹木 

１０

２６

（
帯
広
・
苫
小
牧
・
岩
見
沢
）、

　
月
　
日
鰹金 
（
札
幌
）

１０

２７

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

受
験
料
　
７
０
０
０
円

受
付
期
間
　
８
月
　
日
鰹木 
か
ら

２４

９
月
４
日
鰹月 
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
ま
で
、
上
下
水
道
課
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
試
験
前
講
習
会
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

そ
の
他
　
試
験
用
問
題
集
・
テ

キ
ス
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

（
任
意
購
入
）。
必
要
な
方
は
、

左
記
の
注
文
先
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
注
文
先
】

公
益
社
団
法
人
日
本
下
水
道
協

会
総
務
課
図
書
係

拶
０
３
‐
６
２
０
６
‐
０
２
５
１

鰹問 
上
下
水
道
課

拶
３
９
‐
２
３
１
７

　１９９４年ごろまでに出産や手術による大量出血などの際に、血液
からつくられた医薬品（フィブリノゲン製剤・血液凝固第９因子
製剤）が使用されたことによって、Ｃ型肝炎ウイルスに感染され
た方へのお知らせです。
　このような場合、法律（特定フィブリノゲン製剤及び特定血液
凝固第９因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための給
付金の支給に関する特別措置法）にもとづき、国を相手とする裁
判を提起し、裁判のなかで、虚血液からつくられた医薬品（フィ
ブリノゲン製剤・血液凝固第９因子製剤）が使用されたこと許そ
の医薬品が使用されたことによってＣ型肝炎ウイルスに感染した
こと距慢性肝炎など症状、を確認できれば、国と和解をした上で、
給付金を受けることができます。なお、この給付金を受けるため
には、平成３０年１ 月１５日までに国を相手とする裁判をしなくては
なりません。
　出産や手術での大量出血などの際に、血液からつくられた医薬
品（フィブリノゲン製剤・血液凝固第９因子製剤）が使用された
方、身に覚えのある方、もしやと思う方は、まずは肝炎ウイルス
検査を受けましょう。

鰹問 厚生労働省フィブリノゲン製剤等に関する相談窓口
　フリーダイヤル　拶０１２０‐５０９‐００２（受付時間：平日午前９
　時３０分～午後６時　土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

1994年（平成６年）ごろまでに、出産や手術で大量出血
などをされた方へ（C型肝炎救済特別措置法）

 パブリックコメントの
 延期について
　「富良野市債権管理条例の制
定」について、８月号に内容を掲
載する予定でしたが、延期するこ
とになりましたので、意見の募集
期間などが決まり次第、改めて広
報紙でお知らせします。

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６

3355 FFuurraannoo 22001177--88

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
職
員
　
　

　
　
　
　
採
用
試
験

平
成
　
年
４
月
１
日
採
用

３０

●
事
務
職
【
２
人
】

受
験
資
格
　
次
の
虚
～
鋸
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

虚
平
成
３
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
平
成
　２７

年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
に
卒
業

２９

し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３
月

３０

卒
業
見
込
み
の
方

許
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
修
業

年
数
２
年
以
上
）
を
平
成
　
年
か

２７

ら
平
成
　
年
ま
で
に
卒
業
し
た

２９

方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３
月
卒
業

３０

見
込
み
の
方

距
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
卒
業
見
込
み
の
方

鋸
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

敢
昭
和
　
年
４
月
2
日
以
降
に

５８

生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
卒
業
見
込
み
の
方

柑
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方

で
、
活
字
印
刷
に
よ
る
出
題
と
口

頭
試
問
に
よ
る
面
接
に
対
応
が

で
き
、
か
つ
自
力
通
勤
、
介
護
者

な
し
で
勤
務
可
能
な
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
・
作
文
試
験
、（
鋸

は
社
会
人
基
礎
試
験
）

●
土
木
技
術
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
次
の
虚
～
鋸
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
　

虚
平
成
３
年
４
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
に
お
い
て
平

成
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
に
、

２７

２９

土
木
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

許
平
成
５
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
修
業

年
数
２
年
以
上
）
に
お
い
て
平
成

　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
に
、
土

２７

２９

木
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

距
平
成
７
年
４
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
に
お
い

て
、
土
木
に
関
す
る
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　３０

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

鋸
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

５８

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
ま
た
は

高
等
学
校
に
お
い
て
、
土
木
に
関

す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
実

務
経
験
５
年
以
上
を
有
す
る
方

（
J
I
C
A
経
験
含
む
）

※
土
木
施
工
管
理
技
士
２
級
以
上
、

造
園
施
工
管
理
技
士
２
級
以
上
、

測
量
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方
は
、
専
門
試
験
を
免
除

試
験
内
容
　
専
門
試
験
（
土
木
）、

職
場
適
応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
建
築
技
術
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
次
の
虚
～
鋸
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
　

虚
平
成
３
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
お
い
て
平

成
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
に
、

２７

２９

建
築
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３０

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

許
平
成
５
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
修
業

年
数
２
年
以
上
）
に
お
い
て
平
成

　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
に
、
建

２７

２９

築
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

距
平
成
７
年
４
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
に
お
い

て
、
建
築
に
関
す
る
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　３０

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

鋸
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

５８

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
ま
た
は

高
等
学
校
お
い
て
、
建
築
に
関
す

る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
実
務

経
験
５
年
以
上
を
有
す
る
方
（
J

I
C
A
経
験
含
む
）

※
建
築
士
２
級
以
上
、
建
築
設
備

士
の
資
格
を
有
す
る
方
は
、
専
門

試
験
を
免
除

試
験
内
容
　
専
門
試
験
（
建
築
）、

職
場
適
応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
管
理
栄
養
士
【
１
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

６３

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
栄
養

士
法
に
も
と
づ
く
管
理
栄
養
士

免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成

　
年
度
実
施
の
国
家
試
験
に
合

２９格
し
、
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見

込
み
の
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
製
造
種
苗
技
術
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

６３

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

虚
大
学
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

平
成
　
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

３０

込
み
の
方
で
、
応
用
生
物
科
学
・

生
物
資
源
科
学
・
生
物
機
能
化

学
・
食
品
科
学
・
地
域
食
物
科
学

な
ど
を
専
攻
し
た
方

許
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
で
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
に
て
醸
造
及
び
栽

培
な
ど
の
実
務
経
験
を
5
年
以

上
有
す
る
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
社
会
福
祉
士
【
２
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

６３

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
　
年
３
月
ま
で
に
取

３０

得
す
る
見
込
み
の
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
試
験

平
成
　
年
１
月
１
日
採
用

３０

●
事
務
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

５８

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大
学

を
卒
業
し
た
方
で
実
務
経
験
５

年
以
上
を
有
す
る
方
（
J
I
C
A

経
験
含
む
）

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
土
木
技
術
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

４８

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、大
学
、

ま
た
は
高
等
学
校
お
い
て
、
土
木

に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
、
実
務
経
験
５
年
以
上
を
有
す

る
方
（
J
I
C
A
経
験
含
む
）

※
土
木
施
工
管
理
技
士
２
級
以
上
、

造
園
施
工
管
理
技
士
２
級
以
上
、

測
量
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方
は
、
専
門
試
験
を
免
除

試
験
内
容
　
専
門
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
共
通
事
項

試
験
日
時
　

【
大
学
卒
業
の
方
】

事
務
職
、
土
木
・
建
築
・
製
造
種

苗
技
術
職
、
管
理
栄
養
士
、
社
会

福
祉
士
を
受
験
す
る
方
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
９
月
３
日
鰹日 

【
高
校
・
短
大
卒
業
の
方
】

事
務
職
、
土
木
・
建
築
・
製
造
種

苗
技
術
職
を
受
験
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　
９
月
　
日
鰹日 

１７

試
験
会
場
　
市
役
所

居
住
要
件
　
採
用
後
、
市
内
に
居

住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き
　
総
務
課
（
市
役
所

１
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で

２１

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き

ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８

月
　
日
鰹月 
必
着

２１
鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０
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将
棋
さ
す
一
手
狂
わ
す
蝉
し
ぐ
れ

相
澤
か
を
り

頭
を
垂
れ
て
向
日
葵
に
あ
る
反
抗
期

　
　
　
　
　
遠
藤
　
妙
子

湖
上
よ
り
マ
リ
モ
を
捜
す
箱
目
鏡

小
玉
美
智
子

縄
文
の
遺
跡
の
湖
畔
大
夕
焼門

田
　
良
昭

穏
や
か
に
仲
間
に
入
り
し
円
座
か
な

関
根
　
幸
子

め
ぐ
り
来
し
こ
の
ひ
と
と
き
の
新
茶
か
な

角
谷
　
恭
子

い
に
し
へ
を
学
び
継
が
る
る
 能
  面
 の

の
 
お
も
て

目
に
滲
み
沁
む
悲
し
み
の
い
ろ
　
　
古
東
　
悦
子

木
陰
よ
り
さ
え
ず
り
聞
ゆ
再
び
想
ふ

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
娘
の
学
校
退
職
　
三
上
　
和
子

笑
ひ
す
ぎ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
達
刈
り
取
ら
れ

靜
か
に
な
っ
た
淋
し
く
な
っ
た
　
　
近
藤
富
貴
子

青
青
と
早
苗
田
つ
づ
く
沿
道
の

久
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
覚
ゆ
　
　
　
町
屋
　
和
子

サ
ー
ク
ル
の
集
ふ
ひ
と
と
き
皆
勇
む

す
が
た
に
英
気
を
も
ら
ふ
一
日
　
　
武
内
の
り
子
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼ 左は昭和５年当時に下富良野駅で発
売されていた駅弁です。鉄路の在り方を
考えるためには、こうした過去の歴史を
学ぶことも大切だと思い、今月号の特集
を組みました。８月２１日には鉄路をテー
マに「まちづくり講演会」を開催します
ので、みなさん参加してください。（む）

今年の夏は、例年になく暑い日が続き、夏バテ
している人も多いのではないでしょうか。私自
身は少々バテ気味ですが、だんだん体が慣れて
きたのか、いつもなら暑く感じる気温も、１～
２℃下がるだけで不思議と涼しく感じます。盆
踊りなどイベントが盛りだくさんなので、少し
でも過ごしやすくなってほしいですね。（ほ）

桑折さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ疫

＝今月のリレーは＝

本野 はるみ さんから ▼ 桑折 栄利子 さんへ

＝来月は＝

桑折 栄利子 さんから ▼ 成田 由美 さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　散歩中に人を見かける

と、すぐに駆け寄ってい

くほど、人懐っこい性格

のチョップ。食べ物の好

き嫌いもなく食欲旺盛だ

けど、暑い夏は冷たい氷

をガリガリ食べるのが最

高のごちそうなんです。

チョップ（４歳）
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